
1. はじめに
本紀要の創刊号から掲載してきた対談シリー
ズも 4回目を迎えた。主に学内の共通教育科
目の中で教養教育にも関わるゲストを毎回お迎
えしながら，教養教育の周辺を含めた大学教育
のあり方だけでなく，筆者らの具体的な授業経
験や方法，あるいはそこに至った経緯などにつ
いても語られる場面が多かった。教員も人間で
あるので，様々な失敗や間違いを起こすことも
あるし，またそのなかから多くのことを教員自
身が学ぶこともあれば，学生たちが学んでくれ
ることを期待することもある。そして，われわ
れ教員は，そうした試行錯誤の中で，学生たち
にとって必要な教育の目的，方法，姿勢，信条
など，日々悩みながら授業や科目のデザインを
行っていると言える。
こうした教員を取り巻く状況は，FD活動と
呼ばれる一連の取り組みによって多様な教育の
あり方や教育能力に変化をもたらすことがで
き，個々の教員やその属する組織の教育におけ
るチカラを伸ばすものである。本対談シリーズ
もそうしたFD活動の一環であるとも捉えつつ，
毎回ゲストをお招きして，研究や担当科目の分
野の違う教員とともに，意見や議論を交わして
きた。今回のゲストには，本学教養教育部で教
職関連の科目を主に担当している大畠菜穂子講
師をお招きして，ご専門である教育委員会や教
育組織などをはじめとする教育行政学の分野か

らだけでなく，初等・中等教育における授業や
そのあり様についてもトピックをお話しいただ
くことにした。教室の作り方や教員の子どもた
ちへの関わり方などについても言及しつつ，大
学教員であるわれわれの「仕事」ということに
ついて考えていきたいと思う。また後段では，
最近学生たちがよく使う「成長」ということば
についても議論してみたいと思う。

小西（Ｋ）　正直僕は最近，本来のFDに飢えて
る感じがちょっとあります。普段からよく
佐々木先生とFD的な話をしてるので，例え
ば，真面目な授業のやり方から，大教室でど
うやったら学生を黙らせられるかに関する
FDとか，学生にどうやってわかりやすい日
本語で伝えるかとか ...。
佐々木（Ｓ）　二人FDはかなり多いよね ...（笑）。
最近は非常勤の先生なんかにも交じっても
らって，研究室でお話しすることは多くなっ
てきましたね。組織的なところでも，もっと
そういった本当の意味でのFDをやっていき
たいところです。ことばや概念の話がやっぱ
りよく話題になりますね。もちろんそれらを
使う思考も含まれるけど ...。
Ｋ）　特に日本語ですよね。前回の対談では中
村先生がゲストに来てくださって，日本語を
どういうふうに使いこなしたらいいのかとい
う話をしていたところで ...（1）。例えば，英語

† ysasaki@seiryo-u.ac.jp (Liberal Arts and Sciences, Kanazawa Seiryo University)
‡ konishik@seiryo-u.ac.jp （Liberal Arts and Sciences, Kanazawa Seiryo University）
§ nohata@seiryo-u.ac.jp （Liberal Arts and Sciences, Kanazawa Seiryo University）

《シリーズ対談：教養教育とその周辺》

型にはめる教育と冒険させる教育
─ 大学教員という仕事のなかでできること ─

佐々木康成†，小西　賢吾‡，大畠菜穂子§

金沢星稜大学人文学研究，第 3 巻第 1 号，pp.61-98，2018年

－ 61 －



を学ぶ場合には単語を覚えたり文法を覚えた
りすることが必要になりますが，実は日本語
でもそれが必要なのではないかという話と
か，読解力の問題でやっぱり読めてないよ
ねっていう話とか，読んでても頭に入ってな
いし誤解してるよねとか。最近話題の本で
『AI vs 教科書が読めない子どもたち』（2）とい
うのがあって，読解力不足にフォーカスして
いたので，これはちょっとタイムリーなのか
なって思ったりしたんです。
この対談シリーズの企画段階で話をしてい
たのは，そういうテーマを教育学者の視点か
ら見るとどうなのかというのを聞きたいのが
メインのテーマではあるんですけれども，最
初からその本質的なところまでずばずば行か
なくても，大畠先生のバックグラウンドから
ゆっくりお話しいただければと思います。
大畠（Ｏ）　ちなみに私は博士は教育学なんです
けど，専門は教育行政なので，教育学とは
ちょっと違うんですよね。行政学に近い感じ
です。
Ｓ）　その違いすらも，そして，ボクらは教育
学とか教育学部の話ですらあまり知らないか
ら，その教育学とか教育行政学といった分野
の話からしていただければ，ボクらとしても
後学のためになると思います。
Ｏ）　あのー私しゃべるの苦手なんですよ。
Ｓ）　だいじょぶですよ，ボクらがたくさん
しゃべりますから ...（笑）。
Ｏ）　ほかにもいっぱい苦手なことがあるんで
すが，拙いですけど，よろしくお願いしま
す ...。どこから始めたらいいですか?
Ｓ）　まずは先生のご出身の学部は?
Ｏ）　東北大学の教育学部です。教育学部は，
その中で大きく 2つに分かれていて，心理
系と哲学・行政系になります。教育学は領域
学なので，教育心理学とか教育哲学とか教育
行政学のように教育学のうしろに方法論がつ
くような感じになっています。その中で私は

教育行政学を選んだということです。
Ｓ）　なぜ行政を選ばれたんですか?
Ｏ）　メインで人気があるのは教育心理学なん
ですが，あんまり面白味を感じられなかった
のと，かちっとしたのが好きなんだと思いま
した。行政のほうが型にはまっているので，
合っていたんだと思います。
Ｓ）　心理のボクからすると教育心理でさえカ
タい感じがしますけどね（笑）。
Ｏ）　あ，そうですか ...。
Ｓ）　東北大学の場合，心理学自体は文学部の
ほうにあるんだったと思いますが，教育学部
で教育学なら，ふつうに教育に関する学問な
んだろうなぁって思うんですが，そこで教育
行政っていうのを浮かべられるっていうの
は ...。
Ｏ）　よく学生には肉まんをたとえにして説明
しています。肉まんには肉と皮があって，肉
の部分が学校内での教師と生徒とのやり取
り，そしてこの教師と生徒とのやり取りをど
のようにサポートしていくかっていう条件整
備が，肉まんの皮にあたる教育行政の役割と
いうことです。この話はもともと私の指導教
員だった先生が，もなかの餡ともなかの皮と
して話されていたものを，より学生に親しみ
のある肉まんにしました。そして，求められ
ているのは肉と皮とが上手に調和が取れてい
る状態だよと説明しています ...。
Ｋ）　肉まんのように一緒に食べたほうが美味
しいし，もなかの皮のように破れちゃいけな
いし，肉汁もこぼしちゃいけないし，ってい
うようなことですね。
Ｓ）　そうすると，この 2つの話があってこそ
さらにわかりやすくなりますね。そうか，そ
れが教育行政のあり方，というわけですね。
その行政っていうのがそもそもわからなくっ
て ...。
Ｏ）　教育委員会とかですね。例えば，学校で
何か問題があったときに教育委員会がどのよ
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うに責任をとるかとか，教育行政の扱う領
域って幅広くて，学校を設置して，そこに教
師を配置して，教師がどんなことを教える
かっていうカリキュラムを決めるところま
で，教育行政に含まれてきます。
Ｋ）　具体的に研究の資料はどのようなものを
使うんですか?
Ｏ）　私の場合は完全に教育委員会の仕事に関
してのことなので，都道府県の法規則とか
文科省の政策過程の資料とか新聞記事等で
すね。
Ｓ）　そうすると文科省の諮問やら答申やらの
資料などは見ておられるんですか?
Ｏ）　ただ私はメインが教育委員会なので，教
育委員会関係の諮問や答申は見ています
が ...。
Ｓ）　なるほど，教育委員会か ...。となると，
小学校や中学校っていうイメージですかね。
高校もですかね ...。大学となるともうそれ
はないから，相当する組織はなんですかね?
さっきの肉まんの肉と皮で例えると ...。
Ｏ）　大学の行政全般を担当しているのは，文
部科学省ですね。ただ都道府県立や市立など
の公立大学は，各自治体の首長の担当になっ
ています。自治体レベルでみると，公立の小
学校・中学校・高校が教育委員会の担当です
が，私立の小学校・中学校・高校，公立大学
そして幼児教育の幼保連携型認定こども園は
首長の所管なんです。権限が複雑に分有され
ていて面白いですよね。

2. 「わかる」とは何か
2.1. 書き言葉をかみくだくための「写経」
Ｋ）　前の対談では語彙について議論した部分
が多かったのですが，学生が使える語彙に限
界が来たときにどのように能動的な学びを
フォローできるかっていうことがあって，そ
れについてどのように考えられますか?
Ｏ）　一年生の「教職入門」の授業では，教科

書のある一章分の各段落の冒頭一文を全部
書き取るレポートを課しています。授業で
私が説明しても右から左で頭の中に入って
いかないんですけど，学生自身がひたすら
「視写」（3）って言うんですかね，これをして
いくと，言葉が自分自身の頭に入っていくと
いう感覚がよくわかるみたいです。でも，そ
れが苦手なダメな子もいるんですよ，ひたす
ら書いて何も身につかなかったっていうコメ
ントを書く子もいるんです。でもちゃんとで
きる子もいるので ...。
Ｓ）　そのできない子っていうのはどういうタ
イプの学生なんだろう?
Ｏ）　やっぱりなんかこう，させられていると
いう感じが強い子，あとひたすら書くのが嫌
な子，ですかね。
Ｓ）　ひたすら書くの嫌な子，ね。─中略─い
や，この前から，ある学会のワークショップ
でも話題になったし，学内の先生方と話し
ているときにも同じような話をしてるのは
ね，学生たちは，読めてないだけじゃなくて
聞けてないんじゃないかっていうことなんで
す。ジェネリックスキルとかいう以前の問題
かなってね。見えてないとか聞けてないとか
ね，言葉が聞き取れていない可能性がある。
だから，ボクら教員は，そういうところから
気をつけなければならないという意識を持っ
ていたほうがいいんじゃないかってね。そう
いうのって小学校とか中学校とかでも話題に
なるんですか?
Ｏ）　うん，なってると思います。でも，大学
の教科書って難しくないですか?急に言葉が
高度になって，このギャップを埋めるための
何かが必要だなと思っていて ...。
Ｓ）　それに加えて長くなる。
Ｏ）　そうなんですよ。だから，主語と述語の
対応とかがぜんぜん分からなくなる。
Ｓ）　そうか，文が長くなる，段落が長くなる，
それから一節が長くなる。たしかに，高校ま
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での教科書だとせいぜい 2頁くらいまでで
（トピックは終わって），しかも文字のサイ
ズも12ポイントくらいでわかりやすくなっ
てるけど，大学からは 9ポイントとか10ポ
イントくらいの文字になったりして ...。それ
は，あるかな ...。
Ｏ）　わたし自身も大学 1，2，3年まで教科書
がぜんぜんわからなかったです。それで，ま
ずは教科書の大事だなと思うところを自分で
ノートを作ってまとめ始めたんですけど，頭
に入らない，理解できないとわかって，そこ
からは，ひたすら写すことにしました。文字
を一つずつ写していくと頭に入っていくって
いうことにようやく気づいて，それなら学生
たちにもそれをやらせてみようって。大学生
活で一回だけでもと思って。
Ｓ）　それありかもしれんなぁ。聞けてない，
見えてない，読めてない，ということが，
ある。
Ｋ）　前回の対談で話したのは，たしか，学生
たちは文語が苦手なんじゃないか，つまり書
き言葉ですね。コミュニケーションとかレ
ポート書くときとか，学生にとっては口語の
延長線上で全部やってしまっている。ただ，
大学の教科書や本っていうのは，高度な書き
言葉で書かれているので ...。
Ｏ）　なになににおける，とか ...（笑）。
全員（全）　（笑）たしかに !
Ｋ）　そういうのを音声で聴いたところでまっ
たく頭に入らないかもしれませんね。そうい
う意味で視写というのはすごくいいと思いま
す，まさに究極の手習いというか，写経みた
いな。
Ｏ）　そうなんですよ。
Ｓ）　たしかに重要かもね。「おける」ってふつ
うの会話では出てこないもんね。
Ｏ）　使わないですもんね。
Ｓ）　前の対談でも「合理的」とか「言及」と
かふつうの会話で使わないもんねって話して

たけど，前置詞的な言葉でさえ，ということ
やな。

2.2. 読解力と教員の「解説」
Ｓ）　...ただ，その中でちょっといま思うのは，
口語で教科書を書いたとすると，こんどは，
例の 0次元の話になっちゃって，「今」を理
解するのはできるようになるんだろうけれど
も，全体としてこの段落は何が書いてあった
んだろうかということになると，それをつか
めるようになるんだろうか，っていうのは直
感的には思うんだけど ...。
Ｏ）　どういう意味でしょう?
Ｓ）　書き言葉で書いてあるからこそ，その段
落の構成がきちんとつかみやすいんだろうと
思うんだけど，それがもし口語で書いてあっ
たとすると，個々には理解できたとしても，
段落間の関係性とかはパッと入ってくるんだ
ろうかなぁっていうのが，直感的にはです
よ，疑問としてすぐ出てくる。
Ｋ）　それは僕の感覚からするとどちらかとい
うと小説的な読み方になるというか，話の流
れが面白ければすらーっと入ってくる。例え
ば，僕の好きな夢枕獏の小説は言葉のリズム
で読ませるようなものがあって，この言葉気
持ちいいなっていう風にすらーっと流れて
いって，構成を気にしなくってもいいんで
す。基礎ゼミの教科書では，文章をパラグラ
フに分解して構造をつかむことが読解のキモ
だと説明されているけど，なかなかそんな読
み方は普段してないし，現代文でもそういう
読み方はやってないかもしれない。そこで，
高校までの現代文をわるものにはしたくない
んですけど，中等教育における現代文教育と
大学での「読めない」との断絶がなぜあるの
だろうと思っているのです。
Ｏ）　なんででしょうね。解説しちゃうからっ
ていうことですかね。高校とかまでは ...。
Ｓ）　なるほどっ，生徒や学生たちが自分で理
解したことだけを表現しろっていうんだった
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らいいかもしれないけど，どうせ先生が解説
してくれるし，板書してくれることを書いた
りキーワードを拾っておくと，読んだ気にな
る，わかった気になる，というようなという
ことですね。
Ｏ）　そうなんですよ。
Ｋ）　その気になる，か ...。なんか難しいこと
書いてあったけど，実はこんなことやったん
かっていうのを先生が言ってくれて，そうい
うことだったんですね，というようなことに
なるわけですね。
全）　そうですね，ありえますね。
Ｓ）　逆に，大学の場合は，それを言ってあげ
るようにしないとダメなんですよね。ワーっ
て書いてあるたくさんのことについて，コレ
とコレとコレをまとめると，あるいはこうい
う言葉で表すことができるんですよという風
にまとめてあげると，それがやっと読めるよ
うになる，わかるようになる，とね。こうい
う風な文章があるわけなんだけど，たかだか
4， 5頁のものがあって，それぞれのこと
をそれぞれで理解すれば理解できるはずのこ
となのにもかかわらず，解説してしまう，と
いうことですね。なるほど。
Ｏ）　そうかなって思います。
Ｓ）　うん，それはあるわ，たぶん。中学校で
もあるわ，それ。詩とかでもそうやもんね。
Ｏ）　はい。
Ｋ）　で，実際それがテストされますもんね。
そこで先生の言った意味をメモしておいて，
それをテストで書くと正解がもらえるという
ことですね。
Ｏ）　だから，視写は，段落の冒頭文だけです
ね。それ以外は写させないんですよ。で，冒
頭文だけ写してくと，あ，各段落の冒頭が大
事なんだなっていうことがわかるし，冒頭に
書いてあることが本文の中で具体的に説明さ
れているんだというような構造がつかめてい
くんです。

Ｓ）　なるほど，よく構成されている文章であ
ればってことね。
Ｏ）　はい，そうですね，そういう文章なら大
丈夫っていうことですね。で，逆にそれを繰
り返していくと，あ，この人の文章は下手だ
な，とかいうこともわかってくるっていうこ
とです。
Ｋ）　そうですよね。下手な人の文章の冒頭
はよく見てもわからないということですね
（笑）。
Ｏ）　そういうことです（笑）。
Ｓ）　うん，なるほど。それは，大畠先生ご自
身の経験が根になっているということです
ね。ほほーっ...，いっぺんやらせてみよう
かな。
Ｏ）　一応，学生には選択肢を与えています。
一つは，視写というか写経のように文字をそ
のまま書き写す方法，もう一つは，教科書の
読み方を教えたいので，図と表だけを手描き
で写して，それぞれの図表の要約文を作ると
いう方法です。そっちのほうは要約なので，
写経より楽だよって言うんですけど，今年の
学生は全員写経を選びました。
全）　（笑）
Ｏ）　要約とか難しいって。
Ｓ）　考えるのイヤなんやね。...それはなんて
いう科目で?
Ｏ）　「教職入門」っていう科目です。
Ｓ）　それは伝道師としてすごくイイよ !また
それその子たちが伝道師になってくれるから
ね。自分たちが小中の先生になったときにま
たそれやってくれると思うからね。
Ｏ）　でも，学生の評判では，それよりも，ア
イスブレイクのほうが好きなようです。
Ｓ）　そりゃぁそやろ（笑）。まぁそれはでも
さ，テクニックとしてどこにでも書いてある
ことだから，自分が経験してというよりは，
チュートリアルとして検索すればいくらでも
出てくるわけだし，その点でも，自分たちで
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実体験させるほうがいいですよ。うん，そ
れ，何かの機会にやってみようかな。なにの
科目でやろうかな ...。
Ｋ）　それは，今しょーもなかったとしても，
コレってこういう意味だったんだっていう風
に気づく瞬間がやって来る可能性が高いです
よね。
Ｓ）　それなら教科書使う意味あるね !
Ｏ）　なにかあったときに予習復習もできます
し，一から読もうとすると気持ちが萎えちゃ
うので ...。
Ｓ）　一回書いてるからね。...これいいFDだ
ねー!
Ｋ）　『知のナヴィゲーター』写させてみよう
かな。
Ｓ）　いろんな教科書でやってみるのいいかも
やねぇ。─ 中略 ─ ...んー，そういうような
種類のこと昔やったことあるなぁ，んーと，
なんやったっけなぁ...。

...あ，そうや，塾の講師で小学校の算数を
やってたときの話です。自分が小 1か小 2
のとき，父のいとこに夏休みに同じような
感じでやってもらったのを思い出してやっ
てみようって考えたんです。例えば，小 6
になると分数のかけ算とか割り算とかあるで
しょ。で，割り算って逆数かけるやん。で
も，最初意味わからんし手続きやなっていう
感じやから，約分とか通分とかでもおんなし
なんやけど，その手続きばっかしやらせるっ
ていう時間を何コマかとるんですよ。理屈と
か説明とかほとんど教えずに，ドリルとして
たっくさんやらせる。その何日か経ってか
ら，説明なり理屈なりしくみなりを教える。
というふうにすると，わりと多くの子たちで
理解が一斉に進む。さっきの手習いの話と一
緒で，自分の中に慣れというか，頭の中で操
作ができるようになって，暗算でも筆算で
も，なにかこう操作ができるというモードが
できあがってから，ちょっと難しい説明をす

るようにしてあげるというふうにしてきたん
ですよ。さっきお話にあった写経の話を聞き
ながら同じようなことしてたなぁと思って聞
いてたんですけど，それがドリルでしたね。
さんざんさせてから理解させるための説明を
する，ということですね。そういうのが，今
の大学での自分のやりかたにも通底してい
て，まずはやらせてみて，やってみて，そし
てあとで実はね，というふうに説明を加え
る。心理学でのデブリーフィングなんかでも
そうだけれど，実験をまずやって，そのあと
でその実験の目的やしくみについての話を実
はねっていう感じでするわけですが，そのや
りかたのほうがよい理解に結びつくんではな
いかと思ってます。反転授業なんかもそうい
うところがあるのかなぁと思いながら，使い
方としてはいいんだろうなと思ってはいるん
だけどね。
Ｋ）　それはこの対談シリーズでよく出てくる
お稽古論の話で，最初意味もわからずお稽古
をするけれどもある段階まで達するとそのお
稽古の中の動きというのがいろいろと連動し
ていたんだということが初めてわかるという
ようなね。その意味でも，さっきのお話に
あった「解説」のよしあしというのは，ほん
とはもっと吟味されてもいいのかもしれませ
んね。

2.3. 「わからない」をめぐって
Ｓ）　さっき，ご自分でも写経のようなことを
されていたというのは，大学の頃ですか?
Ｏ）　大学の頃もですが，そのときはそこまで
はやってなくって，大学院になってからです
かね。
Ｓ）　それをやり始めようと思ったキッカケは
単に理解の問題だけだったん?
Ｏ）　はい，あのー，読んでも頭に入らなかっ
たんですよ。自分の専門分野にもかかわらず
何言ってるのかわからなくって，とりあえず
書き始めたら，あ，意外といいこと言ってる
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んだー，みたいな（笑）。
全）　（笑）
Ｓ）　でも，その，わからないっていうことが，
わからないとダメじゃないですか?
Ｏ）　あ，でもその場合は，何がわからないか
がわからないんじゃなくって，ぜんっぶがわ
からないって感じだったんです。
全）　はーーっ。
Ｏ）　読んでても右から左で，何も頭に残らな
いので，それで書き始めたらようやく残るよ
うになったっていうことです。
Ｓ）　わからないことがわからない子たちには
どうしたらイイでしょうね。
Ｏ）　でも，それは佐々木先生がやられてるよ
うに，クエスチョンを投げかけるということ
だと思います。
Ｓ）　そうすると，ボクらの範疇でしか学ばな
いことになるでしょう?
Ｏ）　あ，でも，クエスチョンを投げかけ続け
られてると自分でも投げかけるようになるん
じゃないですかね。
Ｓ）　うん，なってる感じの学生たちもいるよ
うに思うけど，例えば「心理学」なんかでも
先生言ってることわかんないって言う学生
たちと，よくわかると言う学生たちとがい
て，そのわからないって言ってる学生たちが
最後の授業の感想で聞くと，なんとなくコレ
とコレとはわかったというようなことを言う
学生も出てくることから，それだけでもわ
かってくれるならイイかとは思いながら，も
うちょっと全体としてわかってもらえるよう
にするには，っていう風にも考えちゃいます
ね。ただ，あれだけ小レポートを毎回何回も
書かせていてもその程度だから，これ以上は
時間的にオレが見れないよって思うくらいに
なるんだけど，やらせっぱなしだったらいっ
くらでもそういうふうにできるっていうのは
あるけど，それ評価しなければならないって
いうことになると，こっちが億劫になっちゃ

う。だから，そこを何とかできないかなと思
いながらもね ...。160，170人ということだと，
しかもクォータ制の週 2コマの授業回数だ
とやっぱりたいへんだなということにもなっ
たから，100人までならなんとかこのペース
でいけなくもないけれど，200に近くなって
くると厳しいかなってね ...。まぁ，だから，
もうちょっと効果的な問いかけと発言をどの
ようにしていくかっていうことですかね。
Ｋ）　んーー，的確に問いかけるには，実はす
ごく能力が要求されると思います。例えば，
学生が質問するときのコメント力とか質問力
というのはあるけれど，相手の言っているこ
とを受けとめられないと，問いを発すること
はできない。そのためには，最初の対談でも
ありましたが，混沌とした状況をことばで切
り出すことができるかどうか，っていうこと
がポイントになってくる。でもそれを即興的
にやるにはすごい積み重ねが必要で，そのた
めには写経のようなのも必要になってくるの
かなということですね。
Ｓ）　そうやね，だから，ノートを取るという
ようなことを一つ取っても，先生の話をよく
聞いてメモしておかないと，簡単な小レポー
トの問いかけですら解けない，考えられな
い，ということがわかった，というふうにア
ンケートに書いてくれた学生たちも最後に
はいたので，その学生たちは解けなかった
けれどもそのことはわかったと言ってるの
で，次のステップの科目では次はできるよう
になるのかなぁと思って，それはそれでいい
か，だからボクらの授業の中で，例えば心理
学「を」教えるのではなくて，心理学「で」
考え方のポイントとかノートの取り方のポイ
ントだったり物事の関係づけの仕方だったり
を学ぶ，そういうような経験をいろんな先生
たちの科目を受ける中で積み重ねていくこと
でおそらく卒論も書けるようになるだろう
し，社会に出てからもいろんな意味付けがで
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きるようになるだろうなというふうにボクは
信じています。だから，心理学「を」教える
んじゃなくって心理学「で」，つまり心理学
を使って，用語なんかを覚えなくってイイか
ら，そういうような考え方だけ知ってくれ，
結びつけ方や関係づけ方を意識するようにし
てくれというふうにだいぶ言うようになって
きました。まぁ，だから，そういうことを言
い続けるしかないかぁ，そういう風にしか効
果的なことはできないなぁ，とね。
全）　そうですね。

3. 言葉を「ことば」にする（4）

3.1. 視点の変換とパラフレーズ
Ｋ）　そのなかで，数を撃ってみて，佐々木先
生の授業にヒットする学生がいたり，他の
先生の授業の誰かにヒットするというとい
うことを目指していく，ということですか
ね。...例えば，学部の授業でコレは面白かっ
たっていうのはありますか?
Ｏ）　政治学と社会学ですかね。それまでと物
の見方が違っていたということと，何て言う
んでしょう，...一つの考えをいろんな事象に
当てはめて，そんなところでも使えるんだっ
ていうのがおもしろかったですかね。
Ｓ）　何かトピックは思い出せる?
Ｏ）　なんでしょうね ...。少しずれるかもしれ
ませんが，印象に残っているのは，例えば，
雨が降ると自民党が勝つとか，ですかね。つ
まり，遠い因果関係が理由をつけて説明でき
ることのおもしろさですね。そんなふうに知
らなかったことを知る，わかるっていうおも
しろさですね。
Ｓ）　あぁ，なるほど，たどってみると実は雨
が降っていた，というようなことですね。例
えば，雨が降っていかなくなる人が多くなる
と組織票が増えてた，みたいなね。そうや
ね，例えば共産党だと雨が降っても晴れて
も数は変わらないしというようなことだっ

たり，無党派が多いと雨が降るだけで減っ
ちゃって組織票は増えるとかね。なるほど，
だから，政治学とかにふれるとハッとするこ
とがあるということですね。
Ｏ）　なんかこう日頃何気なく接していること
に実はそんな論理があるんだとか裏があるん
だということがあるということがおもしろ
かったですね。
Ｓ）　しゃべってる側からすると，そんなに新
奇なおもしろい話ではなかったりもするんで
すけどね。この前の「心理学」の授業でもそ
んなにたくさんしゃべったつもりはなかった
んだけど，期末授業評価アンケートをみると
ね，日頃全然気がついていないことが多くて
どうたらこうたらってたくさん書いてくれて
て，そんなにオレ新しいおもしろいことしゃ
べった覚えはないんだけどなぁ，と思ってね
（笑）。でも，学生たちからするととても気に
なることだったっていうことなんですね。
全）　うんうん，そうですね。
Ｓ）　だからね，ボクら，かなり話のレベル下
げてもイイんじゃないかっていう実感という
か，そこまでいかなくても感触的にはそのく
らいでもイイ感じ。だから，写経っておっ
しゃったのだって，ホントに写経だけってい
う人もいるかもしれないけど，ご自身が経験
されてそれをやらせてみようということに
なって，実際やってみたら効果があるという
ことですもんね。だから，自分の中に根拠に
なるようなものがあるということですから
ね。ボクらはやっぱりよっぽど難しいことを
しゃべりすぎてるんじゃないかっていう意識
ももったほうがいいように思いますね。
Ｏ）　そうですね，結局，原理というようなの
を教えたりもするわけですが，その橋渡しが
必要なんですよね。
Ｓ）　んでね，そのとき，具体例を出せるかど
うか，あるいはボクらがどれだけもってるか
どうかっていうこと，それから，前の対談で
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も話したように，言い換えをたくさんできる
かどうかっていうこと，同じことを何回も違
う言い方をするということですね。その違う
言い方のたくさんできる先生がイイ先生とい
うことになるかな。
Ｏ）　そうですね。
Ｋ）　人文学部の学生で英語をやってる子たち
がよく言うのは，パラフレーズ，つまり言い
換えが難しいということです。留学してきた
学生でも授業の中でうまくパラフレーズでき
なかったっていう学生が多い印象がありま
す。うまくパラフレーズできるようになるに
はどうすればいいんですかね?単に語彙を増
やせばいいというわけではないようにも思い
ますけど ...。
Ｓ）　語彙以外にね ...。
Ｏ）　多読以外にっていうことですよね ...。
Ｋ）　そのスキルは必要なんだけど，どうやっ
たら身につけられるんだろう?
全）　（思案中）
3.2. 自分の「ことば」とはなにか
Ｓ）　いろんな経験をたくさんしておくという
くらいしかないなぁって思うけど（笑），例
えば，考え方の多様性をたくさん学んでおく
ということ，それは，むずかしい，かもしれ
ん，...か。その場その場の文脈に合った考え
方の中で作っていかなきゃなんないからね。
Ｋ）　そういうふうなある種の即興性みたいな
のはたしかに求められるし，授業でも，この
授業はうまくしゃべれてるぞっていう授業
と，なにをしゃべっても学生たちはきょとん
とした顔をしていてこれはアカンなぁと思い
ながらやる授業とあって，あの違いってどこ
から来るんだろう。うまくいってるときって
どういう実感がありますか?ことばがうまく
出てるという感じをより分析してみるとどう
ですか?
Ｏ）　やっぱり私自身に馴染みがあるっていう
ことですかね。それに対して知的好奇心が

あって自分のことばになっているかどうかっ
てことですかね。
Ｋ）　教える立場になると付け焼き刃っていう
のがホントにわかるなっていうのがあって，
授業の前の日に読んで知ったことを言おうと
するとほぼうまくいかない。
Ｓ）　しかもさ，そのとき，こんな理論確かに
あったよ，面白いなぁって思って，自分の中
でものすごく理解度高まって，コレは明日授
業で話したろうって準備したスライド見せて
る間に，えぇっとどういう論理やったっけ，
みたいなことよくあるからね。
全）　（笑）
Ｓ）　なにかキーがあったなと思いながらその
キーが見つけられなくって困ったことがあり
ましたね（笑）。
Ｋ）　あの，自分のことばになる，っていうの
がね。自分のことばになる ...。自家薬籠中の
ものにする，っていう言葉がありますけどね。
Ｓ）　そうそう，つい最近その言葉知ってさ，
ネットで調べて，ふんふんそういう意味ね，
と思って覚えたつもりが，小西先生が発せら
れる直前にそういえばそんな言葉あったなぁ
と思いながら，いま小西先生から聞いてやっ
と思い出して，意味は合ってたけどすぐに出
てこなかったという ...（笑）。
全）　（笑）
Ｓ）　なかなか自分のものというか自分のこと
ばとして出てこないですね。この対談をして
てよく小西先生が「開陳」っていう言葉を使
われるんですね。ボクはこの歳になって初め
て知って，意味も調べて理解はしたけど，た
ぶんボクの中ではこの先も使わない言葉なん
だろうなぁと思いながらね。でも，小西先生
の中ではぴたっとくるから使われてるんだと
思うんです。ボクだと心理学の言葉で「開
示」という用語があるのでよく使うことはあ
るけれどね。つまり，ひとそれぞれ同じよう
な意味なんだけれども使いやすいことば，自
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分の中でしっくりくることばというのがあっ
て，それぞれが使うことばが違ってくるとい
うことでしょうね。人の文章を見ていると
「視角」という言葉が出てくるときがあるん
ですが，ボクは心理学の用語のvisual angle（5）

のほうが先に思い出されるので，なんでココ
で出てくるんやと思うけれど，その分野の
人たちはわりと使われる方がいて，いわゆる
「視点」とか「視座」といった意味と同じよ
うな意味で使われているのかなと別の文章を
いくつか読んでみて思ったというようなこと
もありました。

3.3. AIとボキャブラリー
Ｋ）　うん，そういうこと，ありますね。それ
に，たしかに，視座って言葉もありますよ
ね。科研の申請書とかだとほんとによく見ま
すね。前にAIに科研の申請書が書けるかっ
ていうような話をしたことがありましたが，
どう思われますか?
Ｏ）　書けそうな気がしますね。
Ｓ）　むしろイイのが書けたりしてね（笑）。
Ｋ）　むかし，『知の欺瞞』（6）っていう本があっ
て，適当に難解な物理学の専門用語をちりば
めた哲学論文をジャーナルに投稿したらアク
セプトされちゃったというようなある種の事
件があったんですけども，おなじようにして
科研の申請書も通っちゃったらどうなるんだ
ろうっていう話なんですけどね。
Ｓ）　もうすでにやってる人いるかもしれない
よね。
Ｋ）　いるかもしれないですね。
Ｓ）　自然言語処理とか人工知能とか複雑系と
かやってる人ならもうすでにやりはじめてる
かもしれませんね。
Ｋ）　それって逆にいうと，あるモードでなに
かを表現するときにはそのような言葉を使え
ばなんとかなるというようなことがあるとい
うことでしょうね。となるとここで二つ選択
があって，それを身につけさせることがいい

ことなのか，例えば，こう書けばシュウカ
ツのエントリシートもオッケですよとかね。
で，もう一つは，AIにできないことを書け
るようになりましょうっていう風にもってい
くのかっていうことですね。
Ｓ）　前者のほうが社会の中では適応的なのか
もしれないし ...（笑）。
Ｋ）　そうなんですよ。この対談シリーズでよ
く話題になるのは「オトナになる」っていう
話で，実はそういうパッケージみたいなのを
身につけて，いわゆる社会に出て行くという
ことのほうが短期的にはオトナとしてうまく
いく可能性がある。だからこそ授業もむかし
に比べたら手取り足取り教えるっていうふう
になってくるけれども，しかしそれで果たし
て長い人生を豊かに生きられるのかっていう
ことになってくるから，そういうのに関して
授業の中で考えられることってありますか?
Ｏ）　確かに学生が求めているのは，その授業
で何かスキルを身につけることだと思うんで
すけれども，大学教員に一番求められるの
は，学問って面白いよっていうその入口のお
もしろさを提示することかなと思っていま
す。AIがいくらでてきてもAIを使ってどれ
だけおもしろさを付加するかっていうところ
は，人間の創造性が必要となる部分だと思っ
ています。そのためには手取り足取り教えて
ハイここまでできましたっていうんじゃな
くって，自分でできるように仕向けていくっ
ていうのが大事で，そのために教員ができる
のは，おもしろさを提示することなのかな
と ...。あ，でも，できてないので課題だなっ
て思うんですけど ...。
Ｓ）　何か価値観を身につけさせるとか何かス
キルを身につけさせるとか何か社会に役立つ
ことを直接身につけさせることがっていうの
ではなくって，AIができるかできないかと
か，AIが価値観をもつかどうかとかってい
うのは，実はAIにわかることなのでAIに任
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せておけばよくって，人間にしか，という
か，キミにしかできないなにか，キミにしか
つくれないなにか，あるいは関心とか興味と
かっていうのを，くすぶってるだけかもしれ
ないけれども，それらを燃やしてみましょ
う，っていうことのトリガーにわれわれはな
れればなぁって思うんです。

4. 大学教員という仕事
4.1. 教養教育で教えるということ
Ｓ）　ウチの短大のゼミナールではね，10年ビ
ジョンっていうのを掲げててね，まぁ，彼ら
がそう言うからそれに乗っかっちゃってるっ
ていう面もあるんですけど（笑），成果は求
めないから報告書は最終的に出してねって
言ってますが，その報告書のつづきは10年
で出してねって言ってるんですよ。つまり，
みんなに子どもができて自由研究するときと
か，子どもがたくさんの疑問を持ったとき，
お母さん昔こんなこと考えてたことがあった
のよって言って子どもにも考えさせられるよ
うになったほうがいいじゃない，って言って
るんですよ。そういうようなことを最初の一
年としてこの一年間のゼミナールで取り組ん
でみませんかって言ってるんです。だから，
自分の中で好奇心とか関心っていうようなの
を見つけたり広げたりあるいは創造したりっ
ていうことができないとまずはダメなので，
その能力がそもそも萎縮してるんじゃない
かって思うんですよね。そういうことを広げ
てやるっていうのがボクら教員の仕事なのか
なって思うんですよね。
むかしはね，大学来る人たちって内発的な
動機づけがあって，自分の中にそういうもの
を見つけ出そうっていうチカラがあったと思
うし，出し過ぎちゃって社会に出たらたたか
れてそれなりにまた生きていけるようにオト
ナになっていく。でも，今の時代はそこまで
すらいかないというか，内発的動機づけです

ら下の方でくすぶってるだけというかね。だ
からせめて土の上にくらいまでは持ち上げて
やって，そして剥いでやってっていうところ
までは助けてやらないと，彼らの中から芽が
出ないというようなことになってるんじゃな
いかな。ただ，じゃぁ，なぜ，その種が地中
奥深くにまで追いやられてしまっているよう
に見えるのかっていうのは，また次の問題で
すけどね。それを追いやらない教育が実はホ
ントはあるんでしょうけどね。種はあったの
にもかかわらずということがあるようにも思
えます。
Ｋ）　ということは，その学生たちがもともと
もってるような種にあたるものをどうやって
われわれ教員は見つけてあげられるか，ある
いは掘り起こしてやれるかっていうことにな
るし，また，その接続部分を大学に来るまで
の初等中等教育でどのように担保してあげら
れるかということも重要な課題であるように
も思います。大畠先生がこれまで教育行政と
いう分野の中で研究されてきた教育委員会っ
て初等中等教育のところだと思うんですが，
例えば，いま大学で教えられたり研究された
りしているときに，中等教育と高等教育との
つながりのようなところは関心をお持ちなん
ですか?
Ｏ）　特に関心がなかったので，授業でもあま
り話したりはしないですね。そもそも私の担
当科目が教育行政学ではなく，中等教育の教
育方法論とか教育学概論の哲学的な話とか生
徒指導論なので，高等教育は対象としていな
いんですね。
Ｋ）　どっちかっていうと教養教育部の教員っ
て自分の専門を教えているわけではない場合
が多いから，それらのギャップをどのように
して埋めるのかということに関して悩みなが
らやっているところがあって，例えば，佐々
木先生も昨年度（7）から初めて「心理学」を担
当されていますが，それまでは「情報リテラ
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シー」とか「プレゼンテーション」とかなの
で，自分の専門性と教養としてどのように教
えていくかということとの間でどういうふう
に折り合いをつけていくかということが重要
かなと思ってます。
Ｏ）　私の場合は教えているのが「教育方法論」
や「生徒指導論」なので，勉強になります。
自分が教えながら，教育ってこういう風にし
なくちゃいけないんだなっていう，まさに肉
まんの肉の部分を学んでいる感じで ...。
Ｓ）　それやっぱり，一から勉強するんよね?
Ｏ）　はい，そうですね。
Ｓ）　同じような教育の分野であっても，自分
の分野というのがある一定の範囲だとする
と，その関係をもちながらもどうしてもそう
なりますよね。だから，ボクもそうだけど，
自分の専門分野以外の担当科目の内容に関す
ることは，こんな風に教科書がたくさん研
究室に並んでしまう（8）ということになります
ね。それで，こうした教科書の中で同じよう
なことが書いてある部分を探して，あれば，
共通部分として取り出して授業に反映させ
る，とかね。
ボクは看護学校で心理学を非常勤で教えて
いたことがあるんですが，その若い頃に柔ら
かいアタマで取り上げていたトピックをもう
一度ここで紐解いてみて，実験なんかもまじ
えながらできたらいいかなっていうふうに思
いながら，自分の専門とする基礎的な心理学
をメインにしてるんですが，やっぱり学生た
ちの中には臨床心理とか発達心理とか社会心
理といった分野をやってほしいっていうのも
たくさんいて，そっち側の学生たちからする
と不満もあるかもしれないけれども，そうい
う割り切り方というのも必要になってくるの
もたしかですからね。
Ｏ）　そうですね。
Ｓ）　だから，やっぱり自分が理解できる範囲
での授業をやるということになりますよね。

全）　そうそうそう。
Ｏ）　それと，みなさんもそうだと思うんです
が，自分がつまらないと思うことは，教えら
れないんですよ（笑）。
全）　（笑）
Ｏ）　だから，難しいなって思います。それと，
自分がおもしろいと思っても，学生がおもし
ろいと思ってくれるわけじゃないし ...。
Ｓ）　それは，いまの大学の教員としては，よ
い傾向ですよね。
Ｏ）　どうなんでしょうね。
Ｓ）　いやぁ，そういうふうに考えながら授業
に臨める教員がたくさん増えてくれたほう
が，大学はいろんな意味で多様になると思う
んです。
Ｋ）　この対談でもよく話すのは，結局，大学
教員って免許があるわけではないので，自分
の中から出てくるものを教えるというふうに
しかわれわれは自己を確立できないっていう
こともありますね。例えば，レポート課題を
出すときにもどんな課題を出すかっていうと
きに，結局その課題って自分が普段から考え
ていることじゃないかって思って，あまり自
分が興味のないことは聞けないですよね。試
験とかレポートって，普段から考えているこ
とを聞いて，意外とコレって難しいんやけど
学生はできるかなぁって思いながらやるって
いうのはありますね。
Ｏ）　だから日々試行錯誤ですね。
4.2. 「教育原理」とその周辺
Ｓ）　仙台では非常勤はされてたんですか?
Ｏ）　 1つだけしてました。保育士養成の学校
で，教育原理を教えていたことがあります。
Ｓ）　教育原理 ...，あぁ，一番イヤなヤツや ...。
全）　（笑）
Ｋ）　告白すると，学生のときに教育原理は挫
折したヤツです。
Ｏ）　あぁそうなんですか !
Ｓ）　ボクも同じです。
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Ｏ）　挫折ってどういう感じだったんですか?
Ｋ）　まぁ，要するに，最後まで辿り着けな
かったんです。
Ｓ）　同じです ...。
Ｏ）　出席がってことですか?
Ｋ）　うん，モチベーションが上がらなかっ
た ...。
全）　（笑）
Ｏ）　そうですよね（笑）。
Ｋ）　僕自身は教員免許は考えていなかったん
ですが，学芸員を取りたいなと思ってたの
で，教育学部へ出て行って教育原理にでてみ
たものの，うーーんってなって ...（笑）。
Ｓ）　うん，つらい，っていうかね。何言って
るかわかんなくなってくるっていうか。
Ｏ）　うん，つらいですよね（笑）。
Ｋ）　ある意味教え方の問題もあるんかもしれ
ないけど，あのような課程に必要な科目っ
て，教員がどこまで自分の色を出せるかって
いうこともあるんでしょうけど，あれってあ
んまし色を出しちゃダメっていうことはある
んですか?
Ｏ）　そんなことはないと思いますね。たぶん，
教科書に沿って教えてるからつまらないって
いうこともあるのかなと思ってます。
Ｓ）　でも，教育原理って言うくらいの名前の
科目なんだから，その原理があって，その原
理に反するような人だったらどうやって教え
るんやろか。
Ｏ）　どういう意味ですか?
Ｓ）　その原理自体に納得できないと思ってる
人はどうやって教えるんやろか?
Ｏ）　あ，でも，教育原理って一つじゃなくっ
ていくつかの思想があるので ...。
Ｓ）　そのうちのどれかをやるって感じ?
Ｏ）　それらのいくつかを紹介しながら，例え
ば，学生も教育の作用っていうのはどういう
ものかっていう考えを漠然と持っているの
で，それがこれまでの思想家のどの考え方に

近いかっていうのを考えさせたりとかです
かね。
Ｓ）　はぁーん。先生の場合は?何論とか ...。
Ｏ）　プラトンみたいに，理想像が遠くにあっ
て，そこに向けてたどり着くのがいい教育っ
ていう考え方とか，ルソーみたいに理想像は
外にあるんじゃなくて一人ひとりの中にある
可能性から引きだしてくるのがいい教育だっ
ていうのとか，デューイのように実生活と関
わりながら自分で正解を作っていくとかです
ね。正解が外にあるか内にあるか自分たちで
作っていくのかっていう考え方で，じゃあみ
んなの教育観はどれに近いかなというような
聞き方をします。
Ｓ）　あぁー，ボクらがいまそういう授業を受
ければ，それぞれ自分に合ってるとかどうと
かっていうのが判断できるかもしれないけ
ど，学生のときにそれを言われても，覚える
だけ，みたいにならないかな ...。
Ｏ）　私の場合は最初に，教育に関してマイン
ドマップを描かせて，次に「教育とは，〇〇
である」という定義を自分なりに書かせて，
その定義がさきの 3つのどれに一番近い
かってやると，キミはプラトンタイプだねと
か，ルソーだとか，実はデューイだねってい
うふうに分かれるので面白いですね。
Ｓ）　そんなふうに教えてもらえたんだったら
なぁ...。
Ｏ）　私もそんなふうには教わらなかったで
すよ。
Ｋ）　それだったら面白そう。それは学生のと
きも面白かったかもしれないけど，自分がい
ま教育に関わっているから，教育をメタ的に
見るということができるっていうのが面白
いっていうのもあるし，学生時代にあまり教
育論に触れてこなかったから，教員になった
今改めてそのおもしろさがわかるというか。

4.3. 型にはめる，型にはまる
Ｓ）　そのときにいつも思うのは，そういうの
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を真剣に学んでこなかったからこそ，今こう
いう職業について自由にこういうことについ
てしゃべってるんだっていうふうにもよいよ
うに解釈して思うんですが，その点について
はご自身はどのようにお考えですか?
Ｏ）　型にはまっていないっていう意味でで
すか?
Ｓ）　うん，そうね。型にはめようがないので，
自分の中で作ってきたものしかないのでね。
小西先生もよくおっしゃるのが，自分の経験
そのものがリソースにしかならないので，教
育にしろ研究にしろ自分が経験してきたもの
をもとにしか話すことができなくて，だから
こそその中で作られてきた自分っていう人間
のなかから出てくるものを学生たちの前で表
現するというか，そういうことしかわれわれ
教員はできないよね，っていう話をよくする
んですけどね。それは，さっきおっしゃった
ような原理とか理想というような何かを，実
はないがしろにしているわけではないんだけ
れども，あるいはどこかでは聞きかじっては
いるんだけれども，自分の中では自分の中に
何かを探し続けているからこそそれでしかで
きないという風になっているとも言えます
ね。だから，われわれのような教養教育部の
ようなところだとある程度自由に教えられ
る，学ばせられるのかなということがね，半
分は自負であったりもするけれど，半分は，
小西先生がおっしゃったようなそれをよしと
するのかしないのかということについて迷い
ながらやっているという事実もある，と ...。
だから，そうじゃなくて，教育学部だとそう
いうのをキッチリ学んで教員になられている
方も多いと思うんですが，そういう人たちだ
とどういう風に教えられるんだろうかなぁ。
Ｏ）　どうなんでしょうね。私もちゃんと学ん
でいるほうではなかったので ...。そういう理
想を自分で言語化できてもっているほうが良
い教育ができるかっていうことですか?

Ｓ）　例えば，昨今のアクティブラーニングな
んかもそうだけど，ルーブリックのような評
価や学ばせ方もそうだけど，議論のさせかた
にしてもそうだけど，あるいはカリキュラム
マップのようなのもそうだけど，自分たちの
中でちゃんと学んできた人たちがそういう体
系を作ってるんですか，それともそうじゃな
い人たちが作ろうとしてるんですかね?
Ｏ）　基本的にはアメリカなどの実践を参照
しながら，試行錯誤で作成していると思い
ます。
Ｓ）　教育の原理とか方法論とかいうのが昔か
ら今までどういう風に変遷してきているのか
すらボクら知らないから，そのへんの解説が
あると嬉しいなと思って ...。
Ｏ）　私も専門ではないので簡単な変遷しかわ
かりませんが，歴史的には，教育の自由化を
求める流れと，教育の標準化・共通化を求め
る流れとが交互に来ているといわれていま
す。それは，学習指導要領の変遷から分かり
ます。戦後初期は，アメリカの影響を受け
て，自由で経験主義的なカリキュラムが求め
られました。子供が調べて討論したり，生徒
会活動によって社会的スキルを身に着けるこ
とが重視されて ...。しかし，そう簡単にうま
くいかないわけで，1950年代になると，基
礎学力の重視と系統的な学習に舵をとりま
す。その後も，自由化と標準化が交互に来て
いますね。ただ，自由化するにしても，大学
入試が変わらない限り，難しいと言われてき
ました。以上が小中高のカリキュラムの変遷
ですね。
Ｓ）　行政の面からはどうなんですか?
Ｏ）　大学入試センター試験には，高校までの
学力を保障する役割があると考えられてきま
した。だからこそ，入試改革をどうするかが
長年の行政の課題となってきました。今，高
大接続のための新たな入試制度が検討されて
いますが，学習指導要領の改訂をふまえ，思
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考力，判断力，表現力を評価することが重視
されています。アクティブラーニングの導入
も，講義一辺倒の授業からの脱却を意図して
いますし，大学のおしなべて単調な講義形式
に対する疑問とそれを変えていこうとする動
きが行政側にはあると思いますね（9）。
Ｓ）　ボクらくらいの世代だと大学はまだつま
んなかった人が多いんじゃないかな。
Ｋ）　僕らくらいまででもつまんなかったん
じゃないかと思いますね。
Ｏ）　つまんなかったですね（笑）。
Ｋ）　同い年ですよね。
Ｏ）　そうですね，昭和55年生まれですから。
Ｋ）　ギリギリレポートを手書きで出してもよ
かった時代，ですかね。
Ｏ）　はい，そうですね。
Ｋ）　授業始まる直前に急に休講になるような
そんな時代ですね。
Ｓ）　あぁ，まだその時代ね。
Ｋ）　院生が休講ですって教室まで言いに来る
ような時代，ですね（笑）。
Ｓ）　それより下のいまの20代くらいだと授業
はわりとキッチリされるようになってきてる
ようなね。前にいた大学でも，評価とかシラ
バスとかちゃんとなってて，シラバス通りに
とか，15回キッチリやってとかっていう時代
は2005年くらいからはそうだったかなぁっ
てね。だからここ10年ちょっとだと20代く
らいの子たちで，その大学の教育は年々その
ようになってきているなっていう感覚は，す
くなくともボクが教員になってからはありま
すね。この大学でも教務部なんかがキッチリ
やってっていうふうになってる感じはありま
すね。
Ｏ）　佐々木先生がおっしゃったのは形式の部
分だと思うんですけど，どのくらい中身に，
つまり授業のおもしろさに反映されてるんで
しょうか?
Ｓ）　あぁーー，おもしろさについては，これ

はこんどは，先生たち自身の話になってくる
から，もうちょっと経たないと面白くって
いうふうにはなってこないかもしれないけ
ど ...。研究者がやってる研究テーマの多様性
というのは出てきてるんじゃないかと思いま
すね。論文なんかでも昔のは 1 / 3くらいが
イントロみたいなのがあって，やっとその論
文のテーマにたどり着いたと思えば前の研究
の追試に近いようなのだったりというのが多
かったように思うけれど，最近はやっぱり面
白いことをやろうとする先生たち研究者たち
が多くなってきてるように感じるので，当然
そういう研究者や先生たちが授業やってるの
を想像すれば，面白い授業をやっているだろ
うって思えますからね。一昔前だと，学会の
シンポジウムなんかに登壇されている先生た
ちが授業やってるのを想像してもきっと面白
くなさそうなだなって思わされることは多
かったですからね。今はそういうような先生
たちはずいぶん減ってきてるような印象を
もってます。
Ｋ）　うん，それはいろんな背景があるかもし
れないですよね。例えば，大学教員の採用に
しても模擬授業をするようになってるから，
そこであまりにつまらない授業なんかやった
ら評価は低くなるだろうから，やっぱりそう
いうことは意識せざるをえないし，ポスドク
の就職先問題などを背景に，就職のために教
育スキルを磨くことが必要とされてくる。僕
は大学院生向けの教育ワークショップ（10）を
受講したことがあるんですけども，大きな大
学では授業の仕方まで少しフォローしてくれ
るようなことが出てきていると思います。面
白い授業，面白い授業とはなにかという大き
な問題はありますが，それができるかどうか
が研究者の生き残りにもつながっていると感
じます。

4.4. 説明することの是非 ─ 教えると学ばせる ─ 
Ｓ）　やっぱり，教える授業というよりは学ば
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せる授業というか，同じことではあるんだけ
ど見た目が違いますよね。
Ｏ）　そうですね。
Ｓ）　だから，教える人というよりは学ばせら
れる人というのを大学側も望んでいるという
ことはあるでしょうね。もちろんそれは，大
学の数が増えて，多くの子たちが大学に来る
ようになってるからっていうことも，要因と
しては，あるいは要請としてはあるのかなっ
ていうふうには思ってるけどね。─ 中略 ─ 
アクティブラーニングなんていうのは高校と
か中学のほうにもさがってきているから，そ
ういうような面白い授業というようなのをや
る傾向は強くなってきてて，ボクらはその子
たちに対してまた授業はやりやすくなってく
るという形にはなっていくでしょうね。
Ｋ）　ここの大学の新入生研修でも高校生と大
学生との違いについて言うことがあって，生
徒と学生との違いは主体的に学べるかどうか
の違いだというようなことを言うし，僕もよ
くステレオタイプ的に高校までは言われたこ
とを聞いていればよかったけれども，これか
らは自分で調べたりしなければならなくなる
よって言っちゃうんですけども，それがはた
して実態を反映しているのかっていうことが
ちょっと気になっていて，つまり，おそらく
中等教育でもそういうようなことは当然行わ
れてきているわけだし，逆に教育法研究とい
うような面では高校や中学の先生たちのほう
が熱心な傾向にあると思うんですが，そのあ
たりってご自身の経験の中であるいは授業の
中で感じられていることってありますか?つ
まり，高校まではアクティブじゃないけど大
学からはアクティブ，だとは限らないってい
う事例ってありますか?
Ｏ）　どうなんでしょうね，小学校は完全にア
クティブっていうことで進んでいて，しかも
すごく熱心にやっていて，なんかやっぱり小
学校の先生が授業方法には一番力を入れて研

究されていて，中高になると知識を教えると
いうことがメインになっているので，大学
で，私も，自分の興味のあったことを調べな
さいって言ったときに，できない学生が多
くって，難しいなって思います。どういう風
にしていったらいいかっていうのが一つ課題
ですね。
Ｋ）　それは，中高まででそういう風な勉強の
仕方をしてこなかったからっていうことに結
びつけがちなんですけども，それがホント
にそうなのかなっていうのが気になってい
て ...。
Ｏ）　そう思ったキッカケってなんでしょうか?
Ｋ）　やっぱり頭の中には受験勉強的な勉強の
仕方があるし，授業でも先生が板書すること
を写すことが勉強することっていう意識はあ
ると思うので，それがあるからそういう風に
言ってしまうというところがあります。でも
それは僕が高校生のときのイメージで止まっ
ちゃってるという危惧があるので，いまのい
ろんなかたちの教育を受けてきている高校生
が大学に来たときに，じゃあ大学教員として
は，大学の学びは高校までとどう違うと言え
ばいいのかなというのが気になってるんです
けどね。
Ｏ）　日本で一番大きな教師の団体でTOSS
（Teacher's Organization of Skill Sharing： 教
育技術法則化運動）って言うのがあるんです
けど，TOSSでは，授業は，発問と指示だけ
なんです。授業で教師の指導言は，発問，指
示，説明に区別できるんですけど，このう
ち，小中高大学となるにつれて説明が増えて
いくんですよ，教師は。これに対してTOSS
の授業では説明を減らして発問と指示だけで
できる限り構成しなさいっていうことになっ
ていて，そうすることで子どもたちが考える
ようになるっていうことを伝えています。
Ｋ）　おもしろそうなことになってきましたね。
Ｓ）　そうなんですよね。説明するっていうこ
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とを止めたいっていうのがずっとあって，こ
の対談でも何度か言ってるんだけど，レポー
トとかテストとかでほにゃららを説明しなさ
いっていうようなことはもう今の時代意味な
いから止めようよ，すぐ調べたらイイやんっ
ていうね。だから，そのおっしゃった発問と
指示，あ，実際には指示と発問ということに
なるのかな ...。
Ｏ）　あ，いや，発問して，隣の人とこれこれ
について話し合いなさいっていう指示になり
ますね。
Ｓ）　あ，そっか，だから，発問をずっと続け
るっていうことになるよね。短大のゼミなん
かでは，発表して発問して質問しろっていう
ことだけで構成されてて，いまのこれについ
てどう思うどう思うってボクが言うてるだけ
で，実際にしゃべってるのはあの子たちばっ
かりで，何かわからないことが出てきたりし
たら，じゃぁ調べろって言うだけで，オレが
知ってても教えない，という，まぁ，そうい
うことをずっとつづけてる「だけ」なんです
よね（笑）。だから，説明を省いてっていう
のは非常に，いいなぁ...。
Ｋ）　うん。それって，極論すれば，授業を小
学校スタイルに近づけていくということです
かね。
Ｏ）　そうですね。
4.5. 教職へのモチベーション
Ｋ）　例えば，ウチの大学の学生で教員になり
たいっていう子たちのモチベーションってど
ういうところにあると思いますか?
Ｏ）　理由ですか?
Ｋ）　教員になりたい理由ってどういうことを
学生たちは言いますか?
Ｏ）　教職科目を取っている学生は，高校まで
の間にイイ先生に出会っています。自分に影
響を与えた先生がいて，目指す，それが一番
ですね。逆に言えば，小中高でそういうよう
な先生に出会ってない学生は教職科目を取ら

ないと思います。
Ｋ）　イイ先生っていうのは具体的にどうい
う影響を与えてくれたっていうことでしょ
うか?
Ｏ）　中間レポートでこれまで出会ったイイ先
生とかワルい先生とかっていうのを書かせて
るんですけど，そうするとやっぱり 2パタ
ンあって，一つはすごく熱心で自分と向き
合ってくれたっていうのが一番多くて，次に
一風変わってて世間の常識にとらわれてない
人，っていうこの 2パタンに分かれるかなっ
ていう気がします。
Ｋ）　そしてそういう先生みたいに自分も成り
たい，ということですね。
Ｏ）　そんな風な先生に出会ったので，自分も
子どもたちにそんなふうに接してあげたい，
みたいな感じですね。
Ｓ）　大学は逆な感じがしますよね。あんなヤ
ツみたいにはなりたくないと思って大学の教
員になる，みたいなね（笑）。
Ｋ）　（笑）
Ｏ）　そうですねー（笑）。
Ｋ）　大学の教員ってね，ご自身たちどうでし
たか，研究者になりたいと思ってましたか，
それとも教員になりたいと思ってましたか?
Ｏ）　研究者ですね。教員にはあまりなりたく
なかったです。
Ｓ）　ボクはどっちも考えてなかったかもしれ
ないです（笑）。
Ｋ）　僕は実はどっちかっていうと大学教員に
なりたかったんです。大学で教えるというこ
とがとてもステキやと思っていて，もちろ
ん，研究もとてもマニアックなことしてます
からとても好きではあるんですが，僕はそう
いうモチベーションがあったんです。
Ｓ）　うん，あ，たしかに，大学院に入ってま
もなくしてからは，大学の教員になりたいと
は思ってましたね。大学院に入る前まで，あ
るいは入って間も無しの頃は教員とか研究者
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とかっていう風には思ってなかったですけ
ど，院生として卒論生の指導をしたり，アル
バイトで塾の講師をしたりしていく中で，コ
レはおもしろいかも，っていうふうに思った
のはたしかで，それで大学の教員になりたい
という風に思うようにはなりましたね。
Ｋ）　そこは中高の教員との違いで，大多数は
研究者になりたいと思ってて，自分の関心が
ベースとなっているところをどこかで他者に
向かって開いていかなければならないという
段階があるけれど，それに対して中高の教員
は，最初から生徒のほうを見てますよね，子
どものほうをね。その点で，必然的に教え方
ということについても差が出てくるんではな
いかと思うんです。ただ，それにしても，な
ぜそんなに熱心に子どもに向き合いたいと
思っていた学生が，大学にくるまでに関心が
埋もれちゃってるように見えるのか ...。
Ｏ）　関心が埋もれちゃってるっていうのは?
Ｋ）　さっき佐々木先生がおっしゃったように，
もし，自分で考えるということができなく
なってるというのが本当ならば，そんなに熱
心に接してくれる先生がいたにもかわらず，
なぜ，自分の関心を育てるっていうようなこ
とがあまりできてないんだろうか，というこ
とについてなんですが。
Ｏ）　あ，たぶん，熱心に接してくれるってい
うのは，生徒指導とか，心の，つまりメンタ
ルな部分だと思うんですよ。だから，自分の
好奇心を広げるという方ではないですね。
Ｓ）　うん，そやな，そやろな。だから，た
まぁにその両方をやってくれる担任の先生
がいるわけや。ボクも小 5小 6のときの
担任の先生は両面で熱心やったように思う
なぁ（11）。─ 中略 ─ でも，ふつうは，メンタ
ル面のほうが影響は大きく出ますよね。
Ｏ）　そうですね。
4.6. 「いい教員」と「変わった教え方」
Ｋ）　一方で，一風変わった先生ってどういう

感じだったでしょうか?
Ｓ）　いた??高校はいると思うけど，小中って
いるかな?
Ｋ）　教室でギター弾いて歌歌う先生はいまし
たね。休み時間とかにとなりのトトロの歌と
かみんなで歌っていた覚えはありますね。
Ｓ）　教え方とかすごい上手でっていう先生と
かどうですか?
Ｋ）　小学校の先生って教え方が上手いとかい
うよりも，その先生といると心地よいとか，
そっちに重きが置かれていたように思うし，
僕にとってもそのほうが重要やったと思うん
ですけど，中学のときは ...，あ，僕の場合は
中高一貫だったから事情がちょっと違うかも
しれませんけど，それでいうと，中学一年の
最初の世界史の授業でいきなりマルクスとエ
ンゲルスの話をし始めた先生がいて，そのと
きはぽかーんと聞いていただけだったけれ
ど，後から考えるとあの先生はなんやったや
ろうってね。
Ｓ）　ふつうはアウストラロピテクスとかから
始まるんじゃないん?
Ｏ）　ふつうは世界の気候とかから始まるん
じゃないですか?
Ｋ）　そうそうそう，それで旧石器時代とかに
なってですよね。教科書は使わず，中公新書
の歴史の本を教材として使ってというような
先生でしたね。
Ｓ）　あ，それは一風変わった先生やね。
Ｋ）　いや，見た目は特に変わったところはな
いんですが，今から考えると，大学でずっと
研究してらして，何かのきっかけで中学高校
に来たのかなっていう感じですね。研究肌と
いうかいろいろ自分で考えをもっていて，た
ぶんボクらもその先生の全貌はわからなかっ
たと思いますね。
Ｏ）　私もやっぱり教え方の上手な先生に惹か
れましたね。メンタルとかじゃなくて ...。
Ｓ）　メンタル強いもんなっ（笑）。
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Ｏ）　（笑）生徒と同じ目線とか全然そういう
のを求めてなくって，自分の知らない世界
をバーンって見せてくれる先生が好きでし
たね。
Ｓ）　具体的にどんなトピックがありますか?
Ｏ）　みなさんもやってるのかもしれないです
けど，小学生のときだと，例えば，円の面積
を求めるために円をひたすら切ってひたすら
つなげてっていうふうにするような，実際の
ものを使って算数も勉強していく，みたいな
のですね。
Ｓ）　なるほど，まさに身につけさせるという
ような感じやね。
Ｏ）　で，そこから公式を自分たちで考えなさ
いっていうような課題でしたね。
Ｓ）　ボクの場合は 2人いて，小 3のときの先
生で，それはボクがそう思ってというよりも
ボクの母が何度もその先生の話をするからっ
ていうのがあるんですが，つまり，覚えてな
いようなことでも母が何度も言うもんだから
いつのまにか思い出させられるっていうのも
あるかもしれないんですが（笑），それによ
るとですね，毎日宿題があったそうで，その
宿題のなかには好きな宿題をやりなさいとい
う日もあったみたいで，自分がわからないこ
とを宿題にしてもイイし，何もなかったら絵
を描いてきてもいいし，ボクはだから電車好
きだったから電車の絵を写真からですよね，
正確に計ってね。宿題のない日もあったよね
とか，あるいはなにかあんなの書いてたねと
かいうふうに思い出させられるとかね（笑）。
いま思うといろんな意図が考えられると思う
けれど，まぁその当時は，ここちワルくはな
かったですよね。
もう 1人は中学の進路か生徒指導の先生
だったと思うけれど，教え方としてはアレは
ピカイチだったなぁと思うんだけど，なんど
もなんども丁寧に教えてくれるんですよね。
ほんとにこんなにゆっくり進んでていいの

か，くらいのね。で，いまだに忘れないしく
みとして， 4サイクルエンジンと 2サイク
ルエンジンのしくみ，ですね。その先生は技
術家庭の先生で，模型ではなくて黒板に丁寧
にエンジンの切断面の図を描いて，吸気・圧
縮・爆発・排気という 4サイクルとそれに比
較した 2サイクルのエンジンのしくみと動
力の伝達ですね。で，もうずーっと聞き入っ
ちゃって，なるほどそういうしくみか，と
ね。だから理路整然とした理解ができてほん
とによかったです（12）。
Ｋ）　それもやっぱり熱心なんでしょうね。
Ｏ）　教え方のおもしろさですかね。
Ｓ）　それとともに，やはり先生ご本人がこの
しくみについてわからせたいという欲求とい
うかね。見た目は一生懸命教えてるっていう
ふうには見えないんですよね。でも，すごく
よくわかるというか。たぶんご本人はよくわ
かっておられるからそのように教えられると
いうことかもしれません。いまだにだから覚
えてるわけですからね。
Ｋ）　いまでも覚えてるなら，その先生にして
みれば万々歳ですよ。まぁその先生も一風変
わってると言ってもいいかもしれませんね。
Ｓ）　技術家庭の先生はわりとそういうタイプ
の人は多いように思うけどね。
Ｋ）　それ言うと大学の先生ってみんな一風変
わってる。
Ｓ）　はずっ!!
Ｋ）　そうですよね。でも，それが，学生にあ
あなりたいと思わせられてないとすれば，な
んでやろう（笑）。
全）　（笑）
Ｏ）　教え方っていう意味での一風変わって
るっていうのじゃないからじゃないですか?
Ｋ）　あぁなるほどっ!
Ｏ）　それに一風変わってるっていうのは常識
にとらわれないとか，芯があるっていう意味
で使われますけど，大学の教員はただのマニ
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アックな感じがありますよね（笑）。
Ｓ）　そうね，社会からは逸脱しているってい
うことを学生たちはよく知っているっていう
かね（笑）。だからね，短大のゼミ生が言っ
たんですよ，先生に面白いって言われるのは
うれしいけれども複雑な気持ちですってね
（笑）。
全）　（笑）
Ｓ）　うん，そうね，そうそう，なんかそれ，
わかるよー，ってね。
Ｋ）　教えたいっていう気持ちが強いわけでは
ないんですよね。
全）　そうそう。
Ｋ）　単に変な人っていう場合があるってこと
か（笑）。
Ｓ）　あと学生たちにいろんな視点とかいろん
な考え方とかを知ってほしいっていうことは
あるから，そのことはずっと意識してるよう
な感じはするんだけど，つまり，結果的にそ
うなっていればいいなっていう程度で，日頃
からアレ教えたいコレ教えたいっていうふう
には，少なくともボクはなってない感じがす
るな。でもそういう風に思ってる先生たちも
いるかもしれないし，だから，さっきから
言ってるように，科目「を」教えるタイプ
の先生と科目「で」教えるタイプの先生とが
いるというか，目的としての科目のあり方と
ツールとしての科目のあり方とっていうのが
あるなぁ，ってこの対談シリーズではいつ
も思うことだし，FDとしても議論の重要な
ところかなぁって思ってます。だから，「説
明」ってなっちゃう先生と「発問」っていう
ふうになる先生とがあるってことですかね。
Ｋ）　うん，そうですね。ただ，まぁ，話がま
た元に戻りますけど，大学っていうところは
教師が教えようとすることをたたき込む場所
ではなくって，ほんとは学生が上がってこな
いと意味がないっていうようなところが前提
としてあるから，だからといって中学高校の

一風変わった先生みたいになれれば進歩する
のかっていうとそうでもなんだろうなってい
うのもあって，学生との適切な距離感という
かそういうのはどこが落としどころになって
くるのかなってね。僕は基礎ゼミの最初の授
業で大学って先生も勉強してるんだから，先
生の言ってることは絶対正しいとは限らない
んだよ，だから先生が間違ってると思ったら
ちゃんと反論できるようになれるのも受け付
けてますからって言うんですが，まぁ，それ
で，元気な子はいろいろ意見を言ってくれる
けれど，ま，そういう距離感っていうのは重
要だなって思ってて，それってうまく明文化
しにくいっていうか，カリキュラム的に組
むっていうのも難しい話だし，個人的にはそ
ういう風にしてるけど，全体としてはどうな
んだろうなっていうのは気になる。
Ｏ）　でも，大学の先生のスタンスって基本そ
うじゃないですか?
Ｓ）　でもぉ，実務やってた先生なんかだとま
た違ったアプローチをされているかもしれな
いし，大学教員としての権威とか名誉とかそ
ういうのに重きを置いておられるような教員
の場合はそうじゃないかもしれない。ずーっ
と学者肌で研究もして研究者たちと議論をし
てきたっていう人たち，まぁ，いまの若い先
生たちはほとんどがそうだからイイと思うん
だけど，そうじゃないなにか履き違えている
人もいるのかもしれないというのは可能性と
してあると思うんですよね。
Ｋ）　僕がそういう考えに至ったっていうのは，
大学のときにそういう（反論してもいい）雰
囲気を出してる先生が多かったっていうのが
あって，ご本人ははっきりおっしゃらなかっ
たけれども，こういうことなんだろうなって
いうのは思っていました。僕はことばにして
学生たちには言ったほうがいいなって思って
言ってるんですけども，まぁ，分野にも依る
という気はしますね。あなたは勉強不足だか
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らわかっていないという指導が一般的な分野
もあったり，知見を積み重ねたところに権威
というかhierarchyができる分野もあると思
うし，まぁ人類学は比較的緩いと思うんです
が，その一方でこのテーマで研究するには
誰々先生と誰々先生の研究を必ず押さえてお
かなければならない，という分野も多いと
思う。
Ｓ）　教育学とかだとそういうの多いんじゃ
ない?
Ｏ）　どうなんでしょうね。教育学の王道のほ
うはあるかもしれませんね。でも，私は王
道じゃないので，そういうのは全然ないで
すね。
Ｓ）　じゃぁわりと自由にものが言えるという。
Ｏ）　そうですね。
Ｓ）　だからぁ，いろんな教育の仕方とか方
法もできるようになるということなんです
かね。
Ｏ）　そうですね。
Ｓ）　ボクも心理の王道のところには全然いな
いから，もし実験心理の王道のところにいる
人たちのところにいたら，どうなっていた
かっていうのはありますね。─中略─ ...院
生の頃はまぁそうだったわけだし，でも，工
学部に移って，わりと緩い調べ方と実装の仕
方っていうのにも出合って，あぁ，モノを作
るっていうのはガチガチでは作れないんだ
なぁっていうことを学んだし，こっちの大学
に来てなおさらそれでいいんだなぁっていう
のが正直なところで，だから，自分が自由に
授業ができるかとか，あるいは学生たちにも
そういった自由さというのをどれだけ伝えら
れるかっていうことにシフトしてきたのは確
かだなぁ。

4.7. 守から破へ
Ｏ）　でも，やっぱりキチッと大学院で訓練さ
れてきたのはよかったんでしょうね。
Ｓ）　うん，もちろん，それは必要だったんだ

と思う。だから，バックボーンっていうか，
真っ直ぐ自分の中に通ってるものっていうの
はあって，そこからどれだけ逸脱してるかっ
ていうことを自分で計り知れるということが
重要というか。だからこそ，専門教育という
のは勝手に学ばせるだけじゃなくって教え
なくちゃなんないこともたくさんあるんだろ
うなぁというのはよくわかります。つまり，
さっきの話でいうところの「説明」の部分も
必要だなぁとこの対談シリーズを通して思う
ことがよくあります。ただ，─中略─この大
学の役割として，卒業研究でどのレベルまで
求めるのかということに関しては，もう少し
吟味したほうがイイように思われる部分も学
生たちの側からすればあるのかなぁと思うよ
うなところもありますけどね。だから，ゼミ
や卒業研究だけでなく，ふつうの授業に関し
ても，同様に考えていったほうがイイ部分も
あるなと思われるところはあると思うので，
FDなんかでそういったことが議論できると，
あるいは意見交換できるとホントはイイんで
すけどね。まぁ，自分の中に真っ直ぐあるも
のから離れてるコトや考えをどのくらい計れ
るのかということが大切で，そういったこと
を学生たちにも身につけてもらいたいなと思
いますね。
Ｋ）　それはやっぱりお稽古論というところか
らすると型を崩せる段階まで来てるというこ
とですよね。
Ｏ）　守破離の破ですね（笑）。
Ｋ）　そうですよね。だからそれをやるために
は，ひたすら茶筅を回さねばならない，とい
うことですね（笑）。
Ｓ）　そうね，この角度で回さねばならないと
いうね（笑）。
Ｋ）　回してるからこそここまでは許容できる
とか，これは全然違うということがわかると
いうね。...それをやるためには，...時間がか
かりますね。
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Ｓ）　しかも，そういった考えを背景にお持ち
にならずに，ただいま現在のお稽古だけをさ
せるというような教え方をされる先生がおら
れないわけではないように感じることがある
のでね。
Ｋ）　それとさらに，学生が短期的にあるいは
長期的にどのように感じているかということ
もありますね。例えば，「社会調査論」とい
う科目の授業アンケートの感想であったの
は，Word，Excel，PowerPointの使い方がわ
かった，というようなのがわりとあったんで
すね。そのスキルが身についたっていうので
すね（笑）。
全）　（笑）
Ｋ）　で，まぁ，実はそのほうがいいのかもし
れないなと思うところもあるんですが，もち
ろん，社会調査とは何かということを受けと
めた上で書いてくれた人もいたんだけれど
も，僕はそれらを見たときに，どっちも正解
なんだろうなと思うんですよね。あとはもう
受けとめられ方に依るんだろうなぁとね。 5
年後にどう思ってくれるかとかは，もうこち
らがコントロールできる要素ではないし，大
学の授業において結果が（つまり，目的がと
言ってもイイかもですね）一つに収束してい
くというようなことはしないほうがイイのか
なっていう気もするし，その点でも「社会調
査論」は考えさせられた授業だったなと思い
ます。丁寧にパソコンを使ってきめ細かく
やったからこそそういうのが出てきたという
面があるし，一方で言いたかったのはそうい
うことではないというのも実はあるし，難し
いなと思います。その科目でのレポートで
は，北陸地方は幸福度が高いっていう言説を
質的調査により検証せよ，っていうのが課題
だったんですけど，これ結構いろいろおもし
ろいこと書いてきましたね。
Ｏ）　どういう調査をするんですか ?アンケー
トとかですか?

Ｋ）　いや，そこは自分で考えなさいっていう
ことですね。僕は文化人類学のフィールド研
究がベースなので，アンケート結果を統計処
理するやり方は細かく教えられないので，イ
ンタビューとか現場に行って調べてきてくだ
さいというスタンスだったんですが，ほんと
にいろいろやってきてくれました。例えば，
富山県の一人当たりの畳数，つまり家の面積
と幸福度との関係を書いてくれたのもいて，
実際に自分の家の面積を測ってみて居住環境
として快適なのかどうかというようなことを
考えてくれた学生もいました。そういうのが
おもしろいと感じてくれた学生はいいんだけ
ど ...。
─ 中略 ─
4.8. 学生の「スイッチ」をいれる
Ｋ）　学生たちとコミュニケーションするとき
に，どうやったらうまく語りを引き出すこと
ができるのか，っていうのは常に考えてるこ
とではありますね。
Ｓ）　もっと学生たちに表現豊かになってもら
うにはどうしたらいいのかってね，いつも考
えますね（笑）。
Ｋ）　きっとどっかでスイッチが入るんですよ
ね。そのスイッチってなんやろ?
Ｓ）　ミニッツシートはゼミでは毎回書かせて
るけど，アレにどわーって書き始めるタイミ
ングがそれぞれにあるんですよ。もちろん最
初は何書いていいかわかんないから，自己紹
介とか好きなものとか差し障りのないことか
ら書き始めるわけですが，あるところから自
分の内面を書き始めてくれるようになる。ゼ
ミ以外の授業でもそんなふうになにか書いて
きてくれるようになれればいいのになって思
うんですよね。「心理学」なんかの小さなレ
ポートでも，自分の体験や経験のような個人
的な内面を使って心理学的に表現できるよう
になってきてくれればね，いいんだけど，調
べたことだけを書いてくるようようなのは
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やっぱり多いのでね。まぁ，そういうのを続
けていくとね，期末のレポート課題で本の一
節の要約に続いて関連する自分の体験を書い
てみましょうってなると， 8割から 9割は
自分自身のことと結びつけて書けるように
なってくる。どの授業でもそうですが，ずっ
と身の回りに関することを考えようって言い
続けていれば，わりとそういうふうに考える
ように捉えるようにはなっていってはくれる
んだけど，ただ，それをやるには，毎回なに
か発問しなくちゃなんないし，毎回何か書か
せなくちゃなんないし，毎回それを見なく
ちゃなんないし，そして評価もせんならん
し，ちょっと時間がね，というところはあり
ます ...。
Ｋ）　そうなんですよね，ただ，そのアプロー
チはほんとにアリだと思うんですよね。外圧
と刺激を与え続けて，そのレスポンスを待つ
というやりかたですよね。一方でそれと違っ
たアプローチってあるのかなぁ。例えば，基
礎ゼミとかで，これをキッカケにみんなで盛
り上がったというような経験てありますか?
Ｏ）　アイスブレイクですかね。
Ｓ）　毎回?
Ｏ）　毎回必ずですね。毎回違うアイスブレイ
クを入れていて，しかも隣の人とやるアイス
ブレイクなので，緊張が緩むというか，それ
で楽しくなるみたいです。で，さらに，この
教員おもしろい自分を見せてるなって感じさ
せると，ちょっとこう開いてくれる感じはあ
ります。
Ｓ）　それって例の三十数人のゼミか ...。
Ｏ）　そうです。
Ｓ）　そうすると，半年くらいだとまだ学生同
士は全員が打ち解けるところまでは行かない
んやろうね。
Ｏ）　学生同士はそうですね。
Ｓ）　だから，お互いどんなヤツかっていう
のはみんなが知るまでにはならないんやろ

うね。
Ｏ）　私はまだうまくないんですけど，まずは
グループごとに小集団が作られて，その中か
らリーダーをピックアップして，さらに大集
団にまとめていくためにはイベントが必要
で，学校だったら文化祭だったり運動会だっ
たりっていうのがその団結力のためなんです
けど，大学だと最初の新歓以外はそういうの
がないですもんね。
Ｓ）　この前ある先生たちとお話ししていたと
きにね，そういうのがなくてもいけるように
はならねぇーかってっていうことなんですよ
ね。われわれがリーダーを決めたりグループ
分けをしたりっていうような，教員が考えな
くてもできるようなっていうのはないんだろ
うかってね。ボクらがそこにリソースをつぎ
込まなくてもイイようにしたいなって思うん
ですけど，そういうのってなにかないんで
しょうかね?
Ｏ）　どうなんでしょうね。
Ｓ）　逆に言うとね，そういうことを小中の先
生方はいつも考えておられるわけでしょう?
そんなことを考えないでできるようにならな
いですかね?
Ｏ）　考えないで他人とつながるってことで
すか?
Ｓ）　あ，いや，その子たちは考えなくちゃな
んないよ。でも，先生が考えなくてもできる
ようなんないですかね?
Ｏ）　いままでそういうのは見たことがないで
すね。私が見てきたのは，教員側が学級を
作っていくっていうかたちでしたね。

4.9. グループワークと役割分担
Ｓ）　それがね，これからの社会をつくってい
くのに，どのくらい必要かっていうね。今後
ますます個になっていく場面が多くなる中
で，先生やリーダーがお膳立ててっていうふ
うにできなくなる可能性だってあるわけじゃ
ないですか。社会だって企業だってどんどん
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転職したり流入流出が多くなっていく中で
ね，そのときそのときに集まった人たち同士
ですぐにいろんなことができるようになるよ
うになったほうがイイと思うし，誰かがお膳
立てるというようなことはない方がイイん
じゃないかともうんですけど，どうでしょ
うか。
Ｏ）　最近は，ソーシャルスキルやファシリ
テーションのスキルを小中高でも取り入れて
やっているので，もしかしたら変わってくる
かもしれませんね。
Ｓ）　そしたら，うまくいくようになれば基礎
ゼミの先生がいちいちクラス運営的なことを
デザインしてやらなくてもできるようになる
んかな?
Ｋ）　人文学部はそれができてる学生がある程
度はいるかなぁと思います。新入生研修でか
なりみっちりとゼミ活動をするんでね。例え
ば，新入生研修でポスターを作らせるわけで
すよ。なぜここに来たのかとか，留学に関す
ることとか，ポスターにまとめさせるような
作業をすると，勝手にリーダーが発生するこ
とがある。でも，ちょっとうがった見方をす
れば，そういうのって中学校以来ずぅっとや
り続けてきてると思うんですよ。何かテーマ
を決めて模造紙に何か書いてまとめていくっ
ていうのって慣れてると思うんですよ。だか
らぱぱっとできるんやと思うけど，これをよ
りなにか専門的な議論にもとづいたものにつ
いてうまくファシリテートできるかどうかっ
ていうのは未知数だし，そこはちょっと教員
が押してやらないと今の時点ではできない気
がする。
今日はこういう風にあえて話さないと，こ
れまで中等教育における教え方の基本のよう
なのに関心が向いてなかったので，この機会
に意識できるのはいいなと思います。よく考
えたら模造紙で壁新聞つくれとかこれまで
ずっとやってることだなと思って，プレゼン

とかでもやってるとこあるんじゃないかと思
うんです。
Ｓ）　ホワイトボードとか模造紙とか使ってプ
レゼンみたいなのはボクらのときに比べれば
すごく増えてるかもしれませんね。
Ｋ）　みんなちゃっちゃとやってカラフルに仕
上げて見栄えのイイものを作ってササッとプ
レゼンまではやってのけるというか。
Ｓ）　そうそう，だから前言ってたよね，プレ
ゼンテーションはできるんですよね。
Ｋ）　うん，それがプレゼンテーションと呼べ
るかどうかは別として，人前でしゃべるとい
うことについては，そんなに抵抗がない。む
しろ，僕ら世代は，そんなのできんかったよ
うな気がします。
Ｓ）　ましてやグループごとにとか何したらえ
えねんってなってたと思いますね。
全）　できませんでしたね。
Ｓ）　できない子でもできるようになってきて
るんやと思うわ。
Ｋ）　ただ，そこに，自分自身のオリジナリ
ティとかクリエイティビティを入れるように
指示したりすると，棒読みになったりという
のはあるかなぁ。
Ｓ）　やっぱり考えるという作業は省きたいと
いう子たちが多いのかな。ゼミなんかでは
ね，みんなメンバがequivalentな状態という
か，みんなが発言してほしい，誰かが発言し
たことに乗っかっていくだけでなく，それぞ
れの発言をしてほしいと言ってます。つま
り，自分が思ったことは散発的でもイイから
しゃべってほしいとね。もちろん関係づけ
てっていうのができればなおよいけどね。で
も，それでも，20人中半分くらいしかしゃ
べれるようにはならないけどね。もちろん，
トピックによってはボクが引っ張るような，
あるいは解説するようなという場面もあるけ
れど，できるだけ個々の発言を重視したいと
いうか，しゃべれるようになってほしいとは
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思ってます。
Ｋ）　ただ，一方で，役割を与えられることで
学生がイキイキするということはありますよ
ね。例えば，司会してね，書記してね，発表
してね，質問してねっていう風に役割を与え
ると，やる気になるというか。
Ｏ）　役割がわかるとね。
Ｋ）　そう，何をすればいいのかがわかるとね。
でも，それはどこかから与えられないと沈黙
のままで終わってしまうというようなことも
ある。
Ｓ）　まぁ，それをやってもダメな子もいる
し ...。あ，ボク，いつもゼミでやってたの
は，コレでくじ引きするんですよ（13）。
Ｋ）　あぁ，このほうが整理しやすいか。僕，
あの，これ，厚手のカードでやってたんで
すよ。
Ｓ）　実は，この割り箸，地べたに全部落と
しちゃって，食べ物用に使えないなぁって
しょんぼりしてたときに思いついたんですよ
（笑）。
全）　なるほどー（笑）。
Ｓ）　これね，ランダムにできていいなぁって
思ってたんですけど，わりとランダムになら
ないヤツも出てきて，いっつも同じ役割にな
るとか，いっつも女の子ばかりの中に一人男
の子っていうのが続いたりしてね，ランダ
ムってわりとランダムじゃないんですよね
（笑）。ExcelのRAND（）関数も「1，1，1 ...」っ
て続くこと多々ありますからね。心理学では
よく疑似ランダムっていう言葉を使います
が，人間がランダムに見えるようにランダム
化するというか，計算機に任せてランダムに
すると，かならず同じのが続いてしまったり
偏っているように見えたりするのでね ...。で
も，まぁ，公平性という意味ではいいかなぁ
と ...。役割を与えてうまくいく学生と役割を
与えても乗っかっちゃうだけの学生といます
からね。

Ｋ）　まぁ，でも，役割っていうのが何かのス
イッチを入れるのに役立ってはいると思うん
ですけど，それ以外のスイッチを見つけてあ
げるというのもイイのかもしれないし，何が
スイッチになるのか，ですね。
Ｓ）　活動してる間にみんなで自分なりに見つ
けられるといいんだけどなぁ。
全）　（思案中）
Ｋ）　あとは，共通点が何か見つかると，自分
の何かに引っかかるとばーっと言葉が出てく
るというのもあるし，この紀要の学生投稿な
んかでも─中略─，自分のなかの何かにカ
チャッと引っかかるようなのがあれば，ス
イッチが入るというようなことも，一般論
かもしれないけれども，あるかなぁと思い
ます。
Ｓ）　基礎ゼミでどうですか，自分から発言す
るようなタイプの学生っていましたか?
Ｏ）　あんまり ...。
Ｓ）　いないよねぇ...。─中略─いままでの自
分と違う自分にスイッチが入るっていうよう
な学生がもっといればなぁと思うけれど，い
ないなぁ...。

4.10.  プロジェクト・アドベンチャー
Ｏ）　参考になるかはわからないですが，プロ
ジェクト・アドベンチャー（14）ってご存知で
すか?教室の中にもっとアドベンチャーを入
れようっていう取り組みです。例えば，教室
に30人がいたとして，みんなばらばらだけ
ど，ここにライオンが入ってきたらみんなで
協力するじゃないですか。そんなふうに，人
間ってなにかがあると協力するから，そうい
うアドベンチャーを学校の中にどんどん入れ
ていこうというプログラムです。ただ，その
ためには，子どもたちにとっての安全地帯が
必要なんです。 3層構造で一番真ん中がコン
フォートゾーン（=安全地帯）で，次にスト
レッチゾーンっていうドキドキするようなと
ころ，さらにその外側にパニックになるゾー
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ンがあります。このコンフォートゾーンを学
級の中で広げて，ここが自分にとって安全な
場だっていう気持ちをもてるようにしていく
ことがまず大事で，その上で自分にとって挑
戦的なストレッチゾーンを広くできるよう
に，いろんなものを教室の中に入れていきま
しょうっていう取り組みがあるんです。
Ｓ）　それは小中で?
Ｏ）　はい，小中高ですね，1970～80年代に始
まって比較的長い歴史があります。とはい
え，長いことされてるといっても，そんなに
は広がっていなくて，教科書ガチガチでやっ
ているところに全部自分のペースで進めてイ
イよっていうような感じで入れたりもするの
で，結構チャレンジングなんですけど，やっ
ぱり学生を見てると自分にとって居心地のい
い，自分が安全だと思えるという空間のある
ことが挑戦するうえで大事で，これを集団の
中でどういう風に作っていけるかというのが
ポイントになりますね。ここでちょっと発言
しても大丈夫というような空間作り，教室作
りですよね。
Ｓ）　短大 1年次のプレゼミとかだと，二十数
名いて，半分くらいの学生にとっては，ふつ
うに手を挙げれるようになるけど， 1 / 4く
らいの学生にとってはそのストレッチゾーン
がなかなか広がらないで 2年次ゼミナール
になってもそのまま広がらないですね。残り
の 1 / 4くらいがテーマやトピックによって
は流動的という感じかな。で，最初に言った
半分くらいの子たちというのは，この研究室
に来てもワイワイしゃべれる子たちなんです
よね。だから，先生との距離も近く感じられ
るようなチカラのある子たちと，先生は先
生，自分たちは自分たちっていうふうになっ
てる学生，そういうような見方で見てしまう
学生たちとの解離もあるのかなぁ，というの
もあって，それをどうしようかなぁというと
ころで，みんな近くにするほうがいいのか，

逆にみんな近くないことにして離しておくほ
うがいいのか，いまの話を聞いていて今後考
えてみようと思いました。コンフォートゾー
ンを学生たちがどのように捉えてるかってい
うところから学生にも聞いてみたいなとも思
います。
Ｋ）　そのコンフォートゾーンをある程度確保
した上で意図的にアドベンチャーを放り込む
という形になるんですよね。その場合のアド
ベンチャーってどんなものが考えられるで
しょうか?
Ｏ）　学校でできることは限られるかもしれな
いんですけど，なんでも自分の好きにしてい
いっていう時間を作ったり，例えば，作家の
時間って言って，ひたすら自分で創作活動を
する時間とか，あるいは野外活動のような形
ですごい上の方までよじ登るみたいなのと
か，周りと協力しながらやる中で，助け合う
というようなことを学んでくみたいなのとか
ですかね。
Ｓ）　プロジェクト・アドベンチャーのプロジェ
クトっていうのは，その創作活動とかよじの
ぼってくみたいな活動のことですか?
Ｏ）　そうですね，それによってアドベン
チャーな状態になる，ということですね。
Ｓ）　で，コンフォートゾーンを広げる働きを
そのアドベンチャーというかプロジェクトが
するだろうという考え方ですね。
Ｏ）　はい。メインはそのアドベンチャーをし
ていく子を育てていくっていうことで，その
ためにコンフォートゾーンが必要だよってい
うことです。
Ｓ）　あーあ，なるほど。
Ｋ）　拠点がないとフィールドワークはできな
いということと同じですね。
Ｏ）　だから，何か失敗してもコンフォート
ゾーンに戻れば大丈夫，みたいな感じです。
Ｓ）　ボクはそのコンフォートゾーンを広げ
るっていうことはしてるけれど，どっちが先
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かっていうことがボクの中で整理できてない
な，アドベンチャーが先なのかコンフォート
ゾーンが広がることが先なのか ...。
Ｏ）　記憶があいまいですが，確かコンフォー
トゾーンが先だったと思います。それは小中
学生を対象にしているからかもしれません
が。それでどんどんチャレンジさせるように
する。自分がこんなにもチャレンジできるん
だっていうことがわかると，もっとチャレン
ジしていこうかなっていう風になる。
Ｓ）　だから，コンフォートゾーンが固定では
なく，それが広がっていくっていうのが前提
なんですよね。
Ｏ）　広げていくことですね。
Ｋ）　人文学部だと，そのアドベンチャーって
いうのが留学だったり英語資格試験だったり
するので，ゼミは帰ってこれる場所っていう
のを意識しています。英語漬けで疲れたらゼ
ミで少し違ったことをしてください，という
ような感じですね。だからいまの話はすごく
当てはまるなぁと思って，ゼミでわりと勝手
な議論をしても大丈夫だから他のところでが
んばれるというようなそういうのはちょっと
あるかもしれないな。
その意味では人文学部はある程度カリキュ
ラムの中にアドベンチャーは入ってる。た
だ，それは，少し特殊な学部だからというこ
ともあるので，他の学部では学生が冒険す
るっていうのは何があるでしょうか。
Ｏ）　地域体験とかですかね。
Ｋ）　そうですね，人間科学部でいえばフィー
ルド演習とか専門ゼミのプロジェクトとか，
ですかね。それを飛び越えるといっきにシュ
ウカツまでいっちゃいますよね。シュウカツ
まで行くと一人ひとりがバラバラの方向に向
いていくしかないから，あんまりコンフォー
トなゾーンがどうのこうのっていうことでは
なくなってくるし，そうかそうか。
Ｓ）　ボクが思ってるアドベンチャーは，前に

小西先生とお話ししてたときに言われてたこ
とでもあるですが，外じゃなくって教室の中
で同じようなことを引き起こせないかってい
うことをおっしゃってて，そうそうそれがや
りたいから，例えば，「心理学」の授業での
マイクロレポートで考えろっていうときに，
手取り足取り考え方を教えるんじゃなくて，
どう考えるかっていうことだけの問いにし
て，自由にみんなが考えることができるかど
うか，ですね。例えば，いままだ何も教えて
ないけれど，色が見えるしくみって脳でどう
なってると思うか，というのを問いにする。
そうすると，色の三原色の話とか調べて細か
く書き始める学生もいるんだけれども，そう
ではなく学生自身の考える，つまり，こうい
う風に見えてたらいいなぁというくらいのこ
とまで書けるようになってほしいなと思っ
て，わざと教えてないことについて自分でし
くみを考えてほしいと思って課題を出すんで
すね。で，さらに，それに対して課題をやっ
た後の感想も書かれてきて，その中には先生
がどういうつもりで課題を出しているのかわ
からないというのももちろん散見されるけれ
ども，一方で，こんなふうに考えるっていう
ことを狙ってるんだろうなぁという学生も
ちゃんといて，色の見えるしくみについて自
分なりに考えて書いてるなぁというのが明ら
かなのもあって，そういうのが，小西先生の
おっしゃってた教室の中でどのように冒険さ
せるかっていうことの一つだとボクは捉えて
ます。
さらに言えば，それらの課題のピアレ
ビューができたり紹介できたりする時間があ
ればいいなと思ってもいて，まぁ，ちょっと
したことをちょっとでも考えれるくらいの，
そしてそれらが積み重なるっていうのがその
アドベンチャーに当たってて，わざわざ留学
するとか地域に出て行くとかしなくっても，
その時間の中で，教室の中で，冒険ができる
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というかね。ちっちゃい頃，ちょっと夢見が
ちな子とかっていうのはある意味そういうア
ドベンチャーなことをしてたわけで，そうい
うチカラっていうのをわざわざしなければな
らないというわけではなくって，内なる目を
もってそういうことができるようになってほ
しいと，心理学者としては思うわけだけれど
もね。
Ｋ）　んー，文化人類学者としては，どうして
も僕自身がチベットの山奥で得たものが多い
と思っているだけに，とりあえず飛びだして
いけばなんとかなるだろうと考えがちになる
んだけれど，それとは別に教室の中でそうい
う風な経験をさせるというのはほんとに重要
だと思っていて，いま思ったのは，アドベン
チャーってventureですよね。ある種の投企
というか自分をそこに投げ入れられるかど
うか，というのが重要かなと思って，コン
フォートな部分からちょっとジャンプできる
かどうか，バンジージャンプを飛ぶ手前で一
歩踏み出せるか，また後ろからその背中を押
せるかどうか ...。
Ｓ）　そやなぁ，そこで飛ぶか飛ばないか，落
ちるか落ちないかっていう瀬戸際のところ，
彼らなりにどうしようかどうしようかって
思ってるんだろうけれども，それを自分で意
思決定してほしいっていうのがボクの方針や
なぁ。さっきの大畠先生のことばでいうとこ
ろの理想っていうのに結びつくなぁ。ボクは
理想的にはそっちやな。いつもなにかプロ
モートするんじゃなくってね。例えば，卒業
まで手が挙げられないんだったら挙げられな
いまま，ですね。

5. 「心の経年変化」と成長
5.1. 自信と評価
Ｋ）　そこはほんとにむつかしいっていうか，
自分もそんなに学生のときハイハイってでき
たほうではないので気持ちはすごくよくわか

る。だからそれをいまの学生たちにだけ求め
るのはあまりフェアじゃないなっていう気持
ちももちろんある。でも，留学絡みでアン
ケートなんかを取ったりすると，自信をつけ
たい，というようなことばっかり書いてる。
そうすると，逆に自信っていったい何なんだ
ろうってね。自信がないからできないんだろ
うか。それもまた疑問だし，そうすると自分
も教員として若い頃の経験からわかるよとは
言えるけど，そこはどうやったら突破できる
のかなってね。
Ｓ）　あるレベルでの分析的な見方をすれば自
信があるかないかっていう話なんだろうけ
ど，その自信というのが何を根拠に自信があ
るとかないとかって言おうとしてるのかって
いうのは，その分析をすることがメタ認知で
あって，それができて初めて発言ができるよ
うになる，ってことなんじゃないかって思う
んだけど，どうでしょうか。
Ｏ）　そんなにステップがかかるっていうこと
ですか?
Ｓ）　うーん。
Ｋ）　例えば，学生時代の記憶から考えるとそ
ういうのなにかありましたか?自信がココで
芽生えた，とか。
Ｓ）　手を挙げられるようになったー，とか。
ボクはあんましないんだけどね（笑）。
Ｏ）　私も質問はしますけど，もともと手を挙
げられないタイプだったので ...。
Ｋ）　それがどっかの時点で自信になった。
でもそれは自信がないからとは思ってな
かった?
Ｏ）　そうですね，自信が ...。でも学生たちの
自信って自分がコレでイイって思えること
で，そのためには，何て言うんでしょう，飛
び出して冒険するとか，誰かに評価されるっ
ていうことが自信の源にあると思うんですけ
ど，オトナになるとそういうのって自信じゃ
なくなるっていうか。
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Ｓ）　あぁ，それが足かせじゃなくなる，とい
うことか。
Ｋ）　そうですね。評価はまぁ普段は気にしな
いですよね。承認されるとか，そういうのは
そこまで目の前の関心事ではなくなる。
Ｏ）　他者からの評価を気にしている時点で自
信がない証拠という感じがします。
Ｋ）　そう，そのように，ある程度オトナとし
て過ごしているとそのように言い切ってしま
えるんですけども，学生の頃のことを考える
と，やっぱりこう何かの裏付けがほしいとい
う気持ちがあった。...いま，必死に19歳くら
いの自分を思い出そうとしてるんですが。
Ｓ）　最初の対談のときに話したんですが，あ
る先生がおっしゃってたという例で，ある学
生が質問をしに来たから本を貸してもあげた
ら来なくなった，という話があって，それは
なぜ来なくなったかというのを問うたらそれ
は評価が関係してるんじゃないかっていうこ
とになって，つまり学生と先生との関係に
なっちゃったからだっていう議論になったん
です。質問しに来たときはそうでもなかった
のに，その関係性に気づいてしまって，とい
うね。そういうのがオトナの関係の場合には
ある程度薄い場合が多いというのもある。ふ
つう，大学の教員というか研究者の場合は，
ある程度対等な関係が担保されいるから，あ
るいはそうありたいと思って発言をしたりさ
れたりする，そういう素地があるからという
かね。だから，最初の話にあったような，授
業はこうあらねばならないと思う教員と，こ
うあった方がよいと思う教員との違いという
のが，そうした自由度を小さくしたり大きく
したりしている，それがそのまま学生たちの
学びにも自由度が小さかったり大きかったり
というそれぞれの働きが出てしまうという
か，そういった自由度をどういう風に担保す
るかという話とさっきの自信のあるなしの
話っていうのはボクの中ではつながってる

なって，いま話をしていて思いました。
5.2. 自分が変わるということ
Ｏ）　でも，学生，みんなじゃないかもしれま
せんが，基本的に自分の力を伸ばしたいって
いう欲求は常にどこかにあって，それを伸
ばしてくれる人に出会うとすごくイキイキ
するように思います。一度，「教職入門」で
TOSSサークルで全国の教員に研修して回っ
てる小学校の先生に来てもらったんです。 1
時間授業をしてもらったあとの学生たちの感
想がすごかったです。「今日も朝の 1限でし
んどいなって思ってきたけど，来て良かっ
た」，「大学で一番イイ授業が聞けました」と
いうようなことが書いてあって ...。完敗とい
う感じでした（笑）。学生もすごく積極的に
発言したりしていて，私の普段の授業との差
を感じましたね。だからやっぱり教師がどん
な言葉掛けをするかによって全然違うんだっ
ていうのが衝撃でした。
Ｋ）　その方のされたことで具体的に印象に
残ってることってありますか?
Ｏ）　普段小学校でされている実践を紹介され
ました。とにかくまずは自分で話すためにい
ろいろとゲーム形式でさせる。例えば，日本
の地図をフラッシュカードでどんどん見せて
2人立たせてどっちが早く言えるかという
ゲームを入れたりとか，プレゼンの練習を
4人でさせたりとか。それからその先生の
教え子たちが 1年間でどのくらい変わるか
という実例を見せてくれました。例えば日記
を 3行しか書けなかった子が 1年で20ペー
ジも書くようになる，それも非常に論理的な
文章になっていたり。ああ，自分もこの先生
のもとだったらこんなに変われるんだってい
う自信が，たったの90分でつくんですよ。
Ｓ）　なるほど，自分にもできるだろうってい
う自信がね。
Ｏ）　はい。こんな私でもこの先生だったら
きっと変わっているっていう。だから，みん
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などこかに変わりたいっていう欲求があっ
て，それこそ自信をつけたいじゃないですけ
ど，そうした欲求が自分を変えてくれる先生
を前に自然にあらわれたんだと思います。
Ｓ）　発揚されるというような感じなんですね。
Ｏ）　だから，いかに自分が至らないかをまざ
まざと思い知らされました（笑）。
Ｋ）　変わりたいっていうのが，なんとなく理
解できるのは，そこまで自己評価が低くなっ
ちゃってるのかなってね。僕らの世代って大
学のときは自分探しの世代で，でも僕は自分
探しっていうことばがすごくキライで，そ
んなに探さなくってもここにいるやろって
ずぅっと言ってたんです。僕も全然ダメなと
ころばっかりやったけれども，それは自分は
自分であって，それを変えたいというふうに
は思ってなかったんですよ。このまま発達し
ていきたいって思ってたんですよ。
Ｓ）　あ，それはオレもおんなし !!自分を変え
たいとか自分が変わりたいって思ったことは
ボクも一度もないなぁ。
Ｏ）　それはすばらしいですね。
Ｋ）　いやいやいや。ただひねくれてるだけか
もしれないですけど ...（笑）。
Ｓ）　そうそうそう（笑）。
Ｋ）　それは僕もはっきりと思ってたことが
あって，それはそれで大学 4年間は悩み苦
しみの時期もあったんですが，それは自分が
自分だからこそ出てきてる話であって，自分
の問題点っていうのもわかってるし，だから
変わりたいっていう気持ちはホントになかっ
たんですよ。
Ｏ）　ふーん。
Ｋ）　ただ，それだけでは行き詰まることも多
かったりして，だからそれだけでうまくいっ
たという話ではないんですけど，だからその
学生が変わりたいって思ってることの背景を
ちょっと知りたいなって思うんですよ。
Ｏ）　たぶんお二人は，なんていうんでしょう，

自分で自分の足で歩けたっていうか ...。
Ｋ）　よく言えばそうかもしれないし，逆にと
いうか，カッコよくいえば単にレールの上を
歩きたくなかったっていう話なのかもしれな
いけど，そんなカッコいいものではなかった
かもしれない。
Ｓ）　あぁ，でも，そうやわきっと ...（笑）。そ
れが周りからみると自分の足で歩いてるよう
に見えるかもしれへんね。
Ｏ）　学生は自分では自分を伸ばせないから誰
かに伸ばしてほしいみたいな，伸ばし方がわ
からないから誰かにっていうのはあると思い
ます。
Ｓ）　それは人間科学部の子たちに特有のこと
であるのかなぁ。例えば，少なくとも短大の
ウチのゼミ生たちっていうのは，ボクらタイ
プですよ。
Ｋ）　あぁーっ（笑）。
Ｓ）　変わりたいなんていうふうには思ってな
くて，むしろ私のこんなおもしろいところを
知ってほしいとか，私にはこんなヘンなとこ
ろがあるから認めておいてほしいとか，たぶ
んさっきのコンフォートの話と一緒なんだろ
うと思うけど，そういう部分を自分の中で担
保したい，経営実務科というところでそれを
担保したい，それがウチのゼミだった，とい
うことかなと。たしかに，学年の一割ちょっ
とはこういうタイプがいてもおかしくない
し，実際そういう子たちがやって来る。─中
略─経営とか会計とかキャリアとか情報と
かっていうようなゼミだと，もともと経営実
務科プロパーの方向性をもった子たちがあつ
まるでしょうからね。その意味でもゼミって
フィルターなんだろうなって思うけど，あん
まりその変わりたいっていうような子たちっ
ていうふうには感じたことないですね。
Ｏ）　あ，いや，私も見えていなかっただけな
んですよ。その先生が授業をして初めて，実
はみんなそうだったんだぁということなんで
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す。その科目は経済の学生もスポーツ学科の
学生もいて，私が話してると，ふーん，みた
いに全然やる気のない感じが，その先生が
しゃべるだけで急にどうした，みたいに変
わったんです。だから，言葉掛けと教師がい
かにあるかということが大事なんだなって。
全）　（笑）
Ｓ）　自己肯定感が下がった !??（笑）
Ｏ）　完敗です（笑）。私自身が勉強になりま
した。
全）　（沈黙）
5.3. 成長とはなにか
Ｏ）　でもその経験を通じて，学生は変わりた
いというか，心のどこかで成長したいとい
う気持ちがあるんだということに気づきま
した。
全）　それはあるかもですね。
Ｓ）　あ，でも，それも思わなかったんやな
（笑），成長したいっていうこともね。つま
り，このままなっていくだろうっていうか，
このまま大学の先生になっていければいい
なぁというか，大学からは離れたくないなぁ
とか，というようなところがただ強かっただ
けで，非常勤とかやって食いつないでたとき
も，研究所とかっていう手もあったんでしょ
うけど，大学っていうところで，しかも学生
たちと一緒にっていうのだけは担保しておき
たいという気持ちでやってきた感じがあるか
ら，そこで自分を変えたいとか成長させたい
とかなんかこうありたいとかっていうふうに
思ったことはあんまりなくって ...。
Ｋ）　うん，たしかに。これって，成長とかっ
ていうのを社会学的に考えた研究ってない
のかな?どういうことかっていうと，最近の
シュウカツの際にですね，この企業は自分を
成長させてくれるからその企業に入りたいっ
ていうのって一般的にあると思うんですよ。
ただ，そういう文脈で成長っていう言葉が使
われるようになったのっていつ頃からだと

か，どういう文脈で使われるようになったの
かっていうのがいまのお話を聞いていて気に
なって，なにかこうした問題を扱った研究っ
てないのかなって思います。もちろん人間っ
て一生成長するっていうのはあると思います
が，だけど，成長することが目的になって生
きるとなるとゴールが見えないということに
なりますよね。それはもしかするとオトナに
なるっていうことが遅くなってるということ
とどこかで関係しているのかもしれなくっ
て，なんていうか，成長できるからどんどん
次の進路を選んでいくというか，成長できる
から先生をどんどん選んでいく，それはいい
んだけど，じゃぁその先どっかで，階段を
上っていくときに踊り場で足を着いて落ち着
かなければならない段階もどっかで来るだろ
うと。それが成長だけに捕らわれているとそ
こが落としどころが見えなくなってしまうか
もしれない。
Ｏ）　どっかで足を着くっていうのはどういう
意味ですか?就職するっていうこと ?コレで
イイって思うことですか?
Ｋ）　なんというか，成長した先のゴールとい
うか，こういうとこまで来るとこういうこと
ができるよというか，つまり，成長したいっ
ていうのは彼らにとって漠然と総合的に何か
ができるようになりたいとかなにかが言える
ようになりたいとかそういうのはわかりやす
いんですけれど，その先に何があるのかって
いうのが見えてないとどんどんしゃべれるよ
うになってもどんどん考えられるようになっ
ても実はあんまり意味がないかもしれない
なって思うんです。
Ｏ）　そうですか ...。
Ｋ）　その先に自分は何がしたいのかっていう
のが描けてる子と描けてない子とがいるの
かなって思います。そういう実感はないで
すか?
Ｏ）　どうでしょうね。教育の目的って，法律
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だと「人格の完成」で，そこに向けて常に自
分を成長させていくっていう考えです。でも
その成長と，自分の好きなことを追求する
のとが同時並行で進まないっていうことで
すか?
Ｋ）　進むとは思うんですけど，変化したい，
変わりたい，成長したいっていう部分が強調
されすぎると，どこまでいっても自信がない
状態が続いてしまうっていうサイクルに陥っ
てしまわないかっていう意味なんです。
Ｓ）　逆に彼らはそのことまでは知らないでっ
ていうことかな。
Ｋ）　そこまでは見通してなくってたんに成長
できたから嬉しいということか。
Ｓ）　うん，そうじゃないかな。
Ｋ）　うん，なるほど。
Ｓ）　それと，成長っていうことばがどこかで
聞いたことがあるから（役に立つという意味
で…，例えばシュウカツ）その言葉を使うっ
ていうことはないかしら?ボクは成長ってい
うことばをその意味で使ったことがないので
ね。使いますか?
Ｏ）　ありますね。...未熟な自分をもっと高め
たいって思うときですかね。
全）　（思案中）
Ｏ）　でもそれって，プラトン的にイイものは
外にあってそこに向けて自分をっていうよう
なことになりますけど。
Ｓ）　さっきの理想の話と一緒でね。
Ｏ）　はい。
Ｋ）　イデアに近づいていくみたいなね。それ
も一つある。
全）　（思案中）
Ｓ）　ボクは馴染みがないんですよね。
Ｋ）　僕は成長するっていうよりも課題を解決
していくっていうニュアンスのほうが強いで
すね。自分の中に存在している何かココが足
りないのであればそれを解決しようっていう
思いのほうが強いですね。それを成長って

いう風に捉えたことはあまりなかったです
ね。もちろん人に語るときはむかしより成長
したと思いますって言えるけど，自分から成
長したいっていうモチベーションでなにかを
やるっていうことはあまりなかったかもしれ
ない。
Ｓ）　あぁ，ボクのなかにはどの意味でも成長
ということばはないかもしれないな（笑）（15）。
Ｋ）　ということは，もしかしたらこの10年く
らいで，成長ということばがある種の社会
的な意味付けを獲得してる可能性もありま
すね。
Ｓ）　ボクの中での成長という言葉は，植物の
成長とかいうようないわゆる生長ですね，そ
の意味でしかボクのボキャブラリの中にはな
い感じがしますね。まぁ発達というか，身体
の成長というような意味で使うことはあって
も，人格の陶冶という意味での成長という言
葉は使わないな ...。
Ｋ）　僕の中の成長の単純なイメージは，単調
増加のグラフのような感じなんです（図 1）。
高度経済成長とか，のぼっていくみたいなで
すね。ただやっぱりこの先に何があるのか見
えてないと，永久にのぼってかないといけな
いんじゃないかなっていうのはある。

Ｓ）　ボクはそれがコワいからそれほどこの言
葉を使わないのかもしれないけど ...。
Ｋ）　実際みんなそれぞれの人生の中で落とし

 
時間 

図 1　「成長」の一般的なイメージ
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どころを見つけてうまくやるっていうのはあ
ると思うんですけどね。また，のぼっている
最中は周りが見えないから，どこか踊り場の
ようなところで立ち止まって，振り返らない
と成長の実感がわかない面もありますね。
Ｓ）　うん，ほんとに ...。そういえば，毎週短
大のゼミが終わるとやってくるようになった
ゼミ生と話してるときに，小西先生がおっ
しゃった成長の捉え方の話をしたことがあっ
たんです。そしたら，確かによくわかるって
言ってましたよ。でね，立ち止まってみる，
振り返ってみる，ということをしない限り，
成長してる実感って計れないですよね，って
言ってたのが印象的でした。担当授業の課題
の感想にね，成長したって書いてくる学生が
わりと多いんですけど，そういうことだった
んですかね。
Ｋ）　でも，一つの授業で成長したって書いて
くるのってある意味すごいことじゃないです
か。いやぁ，成長ってなんかすごいですね。
Ｏ）　でもよく言いませんか，人間みんな心の
中では，良いってことが大好きで，よくなろ
うっていう意識が常にどこかに働いてるって
いうこと，それって成長っていうことじゃな
いですか?
Ｓ）　あ，それ，ボクのよく言ってる「心の経
年変化」っていうやつやね。経年変化ってあ
まりよくない意味で使われることが多いけれ
ども，あのー，明石家さんまちゃんが「生き
てるだけで丸儲け」って言ってたのを言い換
えたような感じで「心の経年変化」ですね。
人はなにも意識あるいは目的を持たないで生
きていても，生きてるだけで人と関わってい
れば，まさに成長はしてるはず。それが「心
の経年変化」ということで，心が少しずつ変
わっていってだんだんと大人 /オトナとして
の心ができあがっていく。だから，教育をた
くさん受けなくっても，あるいは自分自身が
こうなろうと思わなくっても，人と関わって

生きているということは，たぶん，心は少し
ずつ変化していって，それが学習であるだろ
うし，あるいは記憶として残っていくだろう
し，それらが総体として自分を陶冶していく
ということになる。それで心が変わってい
く，良い方に変わっていく，っていうふうに
ボクは思っていて，学生たちだって，まぁ，
大学でふつうに過ごしていれば，十分成長
してるよという風になるだろうと思うけど
ね（笑）。ボクらがわざわざ操作しなくって
もね。
Ｋ）　そうなんですよね。実は，大学 1年から

4年まで経てば，勝手に成長してるんです
よね。それは授業でなにか働きかけを受けた
からとは限らない。
Ｓ）　もちろん人と関わらなければダメだけれ
ども，大学 4年間いてればもう否応なしに
人と関わることになるし，卒業するまでにす
べての単位を取るためにいろんな先生と出会
わなくちゃなんなくなるし，その場で受講生
と出会わなくちゃなんないし，事務の人たち
とも出会うし，通学してる中でいろんなこ
とが起こるし，その 4年間でね，高校まで
だとかなり一定のところで短いところ，小学
校だったら歩いて30分くらいのところ，中
学校だったら自転車で30分くらいのところ，
高校だったら電車で30分くらいのところ，
大学だったら自分の車で30分くらいのとこ
ろ，そういうような空間的な広がりのなかで
過ごしていく，そういう中で空間的な認知も
高くなって，人との対応も莫大に増える。そ
の増えていくこと，広がっていくこと，深
まっていくこと，そういうなのの総体が，時
間的な流れの中で少しずつ積み重ねられてい
く，少しずつ影響するようになっていく，と
いうことかな，と ...（16）。

5.4. 時間の効用と回り道
Ｓ）　そういうことが自動的に 4年間を意味の
あるものにしているんじゃないかとね。だか
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ら，大学院にも行ってほしいって思うのは，
そういう時間を少しでも長くとることが「心
の経年変化」を促すことになるし，できれ
ば，博士課程にまでいってほしいとは思わな
いけれども，マスターコースには現代の学生
たちはいってくれてもいいんじゃないかなっ
て思うんです。それでちょうど昔の大学生の
ような感じとして（社会から）認められるん
じゃないかなって思う（17）。特に，教員にな
る子たちは，ですね。医師とか薬剤師とか師
のつく資格はほとんど 6年一貫制になって
るのに，教師だけはなぜ未だなのかがいまだ
に不思議です（18）。それは教えるっていうん
じゃなくって，その 6年間を経験させると
いうことだけで心の経年変化を生じさせるこ
とができるんじゃないかなって思うんですよ
ね。もちろん，良い場所にいれば，ですね。
良くない場所なら良くないように変化するで
しょうけれども，いまの大学というところ
は，昔のように放ったらかしというわけでは
ないし，よくないところという風には思えま
せんからね。
Ｋ）　「心の経年変化」って，関わった人の人格
を少しずつ取り込んでいくことだと思うんで
すよね。そこが年輪のようにつながっていっ
て，核には 3， 4歳くらいの自分がいるん
だと思うんですけど，何十年もかけていろん
な人と関わる中でその人たちのいろんな部分
を少しずつ取り込みながら生きていく，それ
がまさに成長だと思うんです。こころや人格
が育っていく，まさに物理的に量が増えてい
く感じがするんですよね。でも，たまにふり
かえれば，自分の真ん中には子どもの頃の自
分がいるような気がするから，それも認めて
あげつつ，いろんな人との出会いを大切にす
る。どっちかだけだと宙ぶらりんになってし
まう。逆にその自分の中の核になる部分を認
められなくて他人の評価を頼っていくといつ
か破綻してしまうんじゃないかと思います。

Ｓ）　そうするとー，大学に来るくらいまでに
やっぱりなにかこういう核になるようなもの
が育てられてないと，アカン ...!?
Ｋ）　理想的には，ですけどね。
Ｓ）　自分の例だとぜんぜんそうじゃないかも
しれないけど，ボクの場合は早く実家から出
たかった，地元から出たかった，というのが
当時はあって，大学というところへ行ってと
ても自由だったから，好きな時間の使い方が
できる，こんな素晴らしいことはないなと
思って，自分一人の時間をどうやって楽しも
うかと考えてましたね。そういうような時間
を過ごしたからかもしれないけれど，こんな
風に好きなように言うようになっちゃたのか
もしれないけど（笑），でも，そういうのを
みんな経験できていたらちょっとおもろい社
会になるんじゃないかなって思う。
全）　あーぁ。
Ｓ）　だからゼミなんかでは好きなことを言い
なさい，好きなことを考えなさい，好きな科
目を取っていきなさいって言うんですよね。
全部選択科目でもいいのにとも思うくらいで
す。そんなような先生だから，先生に面白
いって言われても複雑だなぁって思わせてし
まうというのもわからなくもないんですけど
ね（笑）。
Ｋ）　文系の研究者だとある程度それは共感で
きるところはあって，つまり， 4年 2年 3
年で文系では学位なんか取れないじゃないで
すか。いろんな回り道をしながら自分のペー
スでなんかやらないとうまくいかないし，そ
のままやって30代半ばまでいろいろやった
結果としてここにいるからこそ，ストレート
で来なかったからこそ見えるものが見えるよ
うになったというか ...。
Ｏ）　そうですよね。
Ｋ）　まあ単なるモラトリアムなのかもしれな
いけれど，よく言えばそれがある程度確保で
きたからこそ豊かになれたというようなね。
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ただ，それを学生たちに大手を振ってそうや
れっていうのはなかなか言えないわけですが
（笑）。
全）　（笑）
Ｋ）　たしか，大畠先生は大学院での籍を置き
ながら中国に交換留学にいっておられたんで
したよね?
Ｏ）　南京に 3年いました。日本語を教えてい
たので，中国語は幼稚園児みたいな言葉しか
しゃべれませんけど（笑）。
Ｋ）　でも，向こうの雰囲気はわかっておられ
ると思うので。
Ｏ）　はい。でも，金沢に戻ってきて，そこか
らだったんですよ，私の研究人生って。そこ
で，王道を外れて，ふつうだったら 2， 3
年でストレートでいくところを紆余曲折して
王道を外れたから，もう自分の好きなことし
ようってようやく思い切れて，もうそこから
はほんとにひたすら，実家からときどき金沢
大学の図書館とかに通いながら勉強して，論
文書いて，それを先生に見てもらって，って
いう形で，だから，自分が興味を持ったこと
をひたすら追求するって大事だなって思い
ます。
全）　なるほど。
Ｓ）　だから，そういう時間がね，みなさんど
こかにあるんやね。
Ｋ）　僕は四川省の成都に 1年ちょっと留学し
てて，そのあと何回も往復して調査して，そ
の時間はもう純粋にそればっかしやってた時
間で，あとそれこそ中国語とかチベット語の
辞書を写経してましたね。でも，そういうこ
とをやってるうちにどんどん学位取得は遅れ
ていくんですよね（笑）。でもそれは全然ム
ダじゃなかった。
Ｏ）　そうですよね。
Ｋ）　お金は厳しかったけど ...。そういうよう
なことがあるからこそわかることもある。そ
ういうようなことも学生に伝えたいんだけ

ど，学生がそんな時間は私にはないんですよ
と言ってきたときに，どうしようかなってい
うのもあります。人文学部のガイダンスなん
かでも，先生たちは留学経験豊富だからいい
けど，私には留学チャンスが 1回だけしか
無いので頑張ります，って書く学生もいるん
ですよ。それももちろん理解できる。だけど
ほんとはやりたいことをやるためにいろんな
ルートをとってくれてもいいなと思ってい
ます。
Ｓ）　いまのお話を聞いていて，目的をもって，
ある組織に入るとか，ある段階を踏むとかっ
ていうことになると，どうしてもルートも決
めざるを得なくなるというか，つまり，次は
こうする次はこうしなければならないその次
はっていう風になっていきますよね。でも，
ボク自身のことを振り返るとそれがなくっ
て，何度かお話ししてると思いますが，最初
は法学を勉強しようと思って大学を目指して
たんですよね，特に民法の勉強をね。それで
入れたのが法学部じゃなくって総合科学部し
かなくって，でも一応は民法の先生も一人お
られたのでまぁイイかと思ってたんですが，
ご担当の科目が 1科目しかなくって，それ
だと勉強しにくいなと思って，どうしていこ
うかなぁと悶々としてた学部の時代がありま
した。で， 3年次から行動科学，まぁ心理
学ですね，のほうにコースをとって，まだそ
のときも公務員にでもなれればいいかなくら
いにしか思ってなくって，そろそろその勉強
もせんとなぁって思ってたら，ゼミの先生が
大学院へは行かないんですかって言われて，
え，大学院（?），なんですかそれ（?），くら
いの感じだったので，なんというか，ボクが
自分でこうやるこのためにこうするというよ
うにして目的的にルートを選んできたのでは
なくて，非常にヒューリスティックな感じで
人生をやってきてる感じがあって，そのなか
で大学に関われればいいなという風に思うよ
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うに最終的にはなったんです。だから，いま
の学生たちがいろんな場面でなにか目的的に
のみいろんな選択をしているということがそ
れでいいのかなぁって感じることがよくあり
ます。
Ｋ）　まぁ，そこにうまく適応してなんの問題
もなくやっていけるんならイイんですが，僕
の場合は大学院で何やってもいいよって最初
言われたから逆にわかんなくなってしまっ
て，自分は何をおもしろいって思ってるんだ
ろうって考えるのに時間がかかったというの
はあったんですけれども，目的を掲げるって
いうのはあくまでもオトナの事情に過ぎな
くって，ほんとは実は100％目的に合わせて
生きるっていう人はいないし，ただその一方
でだましだましにやっててもいつかは限界が
やってきてこれではやってけんっていうふう
になる。
Ｓ）　本質的にね ...。
Ｋ）　うん，本質的に。で，ヒューリスティッ
クにっていうほうが自然なことで，いまの学
生のように，さっきの成長にしてもそうだけ
ど，こうやってこうやってこうしてっていう
ふうにやればオッケーだみたいな段階を経る
ようなのが，ホントにしてるかどうかは別と
しても，社会には受け入れられやすいってい
うのがあるから，それはいつかガタが来てし
まう可能性はある。個人的には，いま関心を
持っているのが社会関係における縁の位置づ
けなのですが，縁があるとかないとかってい
うのは目的本位で結びついてるのではなく
て，ある種行き当たりばったり的なものなん
だけれども，それによって自分の道が逆に定
まっていく面があったりする。でも，そこを
見据えるには余裕がないといけないというこ
ともあって ...。
Ｓ）　対応できるっていうこととね。
Ｋ）　それに教える側も機が熟するとか，目的
からのズレを許容してあげないと，自分の道

に出会うチャンネルを見つけられない。
Ｓ）　さっき言われたステップがこうあってっ
ていう人生設計するやり方っていうのは，実
は，高度経済成長期にいる人たちのような，
最初はカローラ，末はクラウンっていうの
か，あるいは持ち家を持つようになって，と
いうようなのが王道の成長の仕方というふう
に捉えてる人たちがいまの会社を経営してい
るわけですよね。
Ｏ）　そうですね。でもいまはそうではなく
なってきてますよね。
Ｓ）　うん，そう，だから，前の対談の最後の
ほうでも話に出てた価値観の問題，引き算の
価値観とかいうのもみんなが知る必要がある
とも思うし，そのための対策としてのヒュー
リスティックな生き方というのは必要なん
じゃないか，あるいは適応的なんじゃない
かっていうね。
Ｋ）　うーん。
Ｓ）　いまの学生たちがコレやらんならんアレ
やらんならんってなってるのは昔のやり方な
んじゃないかなって思えてならないんです
よね。
Ｋ）　うん，もしくは，実は昔のほうがそこに
幅があって，わりとテキトーでもやれてたん
だけど，いまはそういう型にはめないと保障
（保証）されないっていうことがあって，み
んな守りに入るからそうなっちゃってるって
いう面もあるかもしれない。

6. おわりに
時間をどのように過ごしていくかというの
は，発達の段階や人生の中での位置や立場に
よって，人それぞれに多様であり，またその価
値自体もさまざまであることと思う。しかし，
ただ時間を過ごしているだけでも，実はかなり
の「成長」があり，「変化」があり，多様な価
値観を身につけるチャンスに出逢える。冒険す
る時間を過ごしても，型にはまった教育を受け
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る時間を過ごしても，おそらく自身の変化と成
長を何らかの形で享受することになる。問題
は，そのなかでどうやって創造性を身につけて
いくか，一方でどうやって常識を身につけるか
である。そして，変化する日常と環境と社会に
対してどのように対峙し，対応し，問題を解い
ていけるかである。
ここまでの対談シリーズで見えてきた教養教
育に関するキーワードは，シリーズの表題にお
およそ込めてきた。今回の対談では，前回対談
までの言葉についての様々な側面に加えて，さ
らに自分の「ことば」としての理解や表現をど
のように促せるのか，そして，自分の「こと
ば」にできるときにどのような変化と成長を意
識できるのか，ということについて議論してき
た。特に，その過程の中で，「心の経年変化」
による成長と，自らが能動的に変化したいとい
う欲求のもとでの成長が，守から破への学びや
教育の相互作用として成される可能性があるこ
とを示唆した。
さらに今回の対談でみられた新たな展開は，

教育学と周辺分野の知見を踏まえて，改めて大
学教員が自らの仕事をメタ的に見つめ直すこと
であった。教員免許を持たず，特定分野の研究
者としてキャリアを積んできた教員にとって
は，自分のこれまでの経験に大きく立脚して教
育をせざるを得ない側面がある。しかし，この
企画のような対話を通じて，ことばや教養，学
びといったキーワードを共有しながら自らの教
育手法や姿勢について反省的，発展的に考えて
いくことが，本来の意味でのFD活動にもつな
がっていくと確信している。教育の現場は，教
員と学生のインタラクティブな関係の中で，常
に評価し評価され，互いに自信を得たり自信を
失ったりする場である。そうした過程を，時に
まっすぐに，時に揺れながら歩んでいくこと
が，教員と学生双方にとっての成長なのではな
いかと考える。そのために費やされる時間は膨
大であり，回り道もあるだろうが，学生には大
学の 4年間あるいは短大の 2年間，型と冒険
のあいだでもがきながら，自分の「ことば」を
創っていってほしいと願う。

注
（1） 佐々木康成，小西賢吾，中村朱美（2018）ことばの育て方と創造性 ─ 異質なことばの受容と運用を探

る ─ ，金沢星稜大学人文学研究，第 2巻第 2号，pp.51-82参照
（2） 『AI vs 教科書が読めない子どもたち』新井紀子（東洋経済新報社，2018年）
（3） 文章をそのまま書き写すという実践について『視写の教育 ─ <からだ>に読み書きさせる』（シリーズ

大学の教育実践 3）池田久美子（東信堂，2011年）では，「学生には視写こそが最も役に立つ学習方法だ」
と述べている。ただ，本学の「教職入門」では，全文ではなく，各段落の冒頭文を書き写すことで，ア
カデミック・ライティングで重要となるパラグラフ・ライティングを意識させている。

（4） 本対談シリーズでは，当初から，一般語や用語のような一対一の対応のある意味の言葉とは異なり，こ
とばの意味が一つの意味ではないような，あるいはことばの意味を自分で求めて自分で学んで自分なり
に理解したようなことばについて，おおまかではあるけれども，それぞれ「言葉」と「ことば」という
ふうに表現して区別しているところがある。

（5） visual angle，視角，視野角とも呼ばれるが，視対象が目の網膜に投影されたときに映る大きさを目のレ
ンズの中心から見たときにできる角度のことを言う。

（6） 『「知」の欺瞞 ─ ポストモダン思想における科学の濫用』アラン・ソーカル，ジャン・ブリクモン（著），
田崎晴明，大野克嗣，堀茂樹（翻訳）（岩波書店，2012年）

（7） 本対談は2017年度末に行われたので，2016年度のことである。
（8） この大学に来てから，研究分野の専門書よりも授業の準備で用いる教科書的な図書の数が圧倒的に増

えた。
（9） アクティブ・ラーニングは，「教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり，学修者の能動的な学

修への参加を取り入れた教授・学習法の総称」（「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて
（答申）」中央教育審議会，2012年）と定義されている。アクティブ・ラーニングについては，『アクティ
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ブ・ラーニングとは何か』梶田叡一責任編集，人間教育研究協議会編（金子書房，2015年）を参照。
（10） 京都大学高等教育研究開発推進センターによる「大学院生のための教育実践講座 ─ 大学でどう教える

か ─ 」。このような取り組みは，アカデミックポストを目指す大学院生のための「プレFD」として位置
づけられ，大規模国立大学を中心に実施されつつある。（参考）http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/prefd/
about/

（11） 高校まではあまりにも過保護ではないかという話をされた先生と立ち話する機会があった。なにかある
といけないから，メンタル的にも強く関わるということかと理解はできたが，あまりにも事前にいろい
ろと対策しすぎであるようにも感じることがある。

（12） ひょっとすると佐々木がさらにその授業の後に興味を持ってしまって，自分でいろいろ調べたことも混
ざって記憶に残しているのかもしれない。

（13） 割り箸に役割の略号と班番号が振ってあるくじ引きのための道具。司会，書記，タイムキーパー，発表
（複数）の略号と班番号が振ってある。

（14） （参考）http://www.pajapan.com/
（15） 成長という言葉は，『心理学辞典』（中島義明，安藤清志，子安増生，坂野雄二，繁桝算男，立花政夫，

箱田裕司（編集），有斐閣，1999年）によれば，「生物の個体発生の過程で個体の量的側面の各部分が不
可逆的に増大すること（たとえば，身長や体重の増加），人間の場合にはこれに加えて個人がその心理
的，内面的な部分で大きく変化すること（たとえば，認識能力や感情表現の成長）」であり，「成長は量
的側面，発達は質的側面も含むとされることが多い」とされる。また，欠乏欲求から成長欲求へという
ような過程としてとらえるときの言葉として使われることもある（『心理学』無藤隆，森敏昭，遠藤由
美，玉瀬耕治（著），有斐閣，2004年）。しかし，心理学の分野では，発達という用語を使うことがほと
んどであり，成長という用語は生物学的な側面として使われることが多いと言える。

（16） ただ，その心の経年変化が自然と起こっていく場合と，やはりなんらかの手を加えてあげないとうまく
変化していけない，あるいは滞ってしまうような場合のある子たちも少なからず存在することが，教育
を改善していくことの源泉でもあるのだろうと筆者らは思い始めている。

（17） 認知的な様式やスタイル，あるいは価値感なども含めて，大学生の人としての様々な側面が変化してき
ていることを社会の制度やシステムとの関連でどのように考慮していけるかという問題も検討していっ
た方がよい時代になってきているとも言える。

（18） しかも，医師等では研修の期間も設けられている。
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